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『
一
夜
碧
巌
』
第
二
則
訳
注

土
屋　

太
祐

　

凡
例
は
「『
一
夜
碧
巌
』
第
一
則
訳
注
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
七
冊
、
二
〇
一
五
）
に
準
ず
る
。

『
一
夜
碧
巌
』
第
二
則
「
趙
州
至
道
無
難
」 

【
示
衆
】 

　

示
衆
云
‥
一
機
一
境
，
一
言
一
句
，
且
図
有
个
入
処
。
又
云
‥
好
肉
上
剜
瘡
，
成
窠
成
窟
。
大
用
現
前
，
不
存
軌
則
，
且
図
知
有
向
上

事
，
蓋
天
蓋
地
，
又
莫
索
不
着
。
恁
广
也
得
，
不
恁
广
也
得
，
太
廉
繊
生
；
恁
广
也
不
得
，
不
恁
广
也
不
得
，
太
孤
危
生
。
不
渉
二
途
，

如
何
即
是
？ 

試
請
挙
看
。

﹇
訓
読
﹈

　

示
衆
に
云
く
、
一
機
一
境
、
一
言
一
句
は
、
且し
ば
らく
个こ

の
入に
っ

処し
ょ

有
ら
ん
こ
と
を
図
る
。
又
た
云
く
、
好
肉
上
に
瘡き
ず

を
剜え
ぐ

り
、
窠
を
成
し
窟



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
九
册

― 24 ―

を
成
す
と
。
大
用
現
前
し
て
、
軌
則
を
存
せ
ざ
る
は
、
且
く
向
上
の
事
有
る
を
知
ら
ん
こ
と
を
図
る
。
天
を
蓋お
お

い
地
を
蓋
う
も
、
又
た

莫さ
ぐ
り索
り
著あ

た
ら
ず
。
恁
麼
も
也ま

た
得よ

し
、
不
恁
麼
も
也
た
得
し
、
太は
な
はだ
廉
繊
生
な
り
。
恁
麼
も
也
た
得
か
ら
ず
、
不
恁
麼
も
也
た
得
か
ら

ず
、
太
だ
孤
危
生
な
り
。
二
途
に
渉
ら
ざ
れ
ば
、
如い
か
ん何
が
即
ち
是
な
る
。
試
み
に
請
う
挙
し
看
ん
。

﹇
日
訳
﹈

　

示
衆
に
言
う
。
一
つ
一
つ
の
接
化
や
言
葉
は
、
ひ
と
ま
ず
悟
入
の
端
緒
を
与
え
よ
う
と
し
て
の
こ
と
。
し
か
し
ま
た
こ
う
も
言
う
、
そ

れ
で
は
き
れ
い
な
肌
を
わ
ざ
わ
ざ
傷
つ
け
、
た
こ
つ
ぼ
を
作
っ
て
し
ま
う
、
と
。
大
い
な
る
用
は
た
ら
きが
現
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
た
ど
る
べ
き
条

理
も
な
い
と
は
、
悟
り
を
超
え
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
と
し
て
の
こ
と
。
そ
れ
は
天
地
に
満
ち
満
ち
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

把
握
の
し
よ
う
が
な
い
。
肯
定
も
よ
し
、
否
定
も
よ
し
と
い
う
の
で
は
、
あ
ま
り
に
煩
瑣
。
肯
定
も
ダ
メ
、
否
定
も
ダ
メ
と
い
う
の
で
は
、

孤
高
に
す
ぎ
る
。
で
は
、
こ
の
二
つ
の
や
り
か
た
以
外
に
、
ど
う
す
る
の
が
よ
い
か
。
さ
あ
、
見
て
み
よ
う
。

﹇
注
釈
﹈

○
本
示
衆
は
張
本
で
第
三
則
に
置
か
れ
る
。
な
お
張
本
第
二
則
垂
示
は
、
一
夜
本
第
一
則
の
示
衆
と
一
致
す
る
。

○
一
機
一
境
，
一
言
一
句
＝
「
機
境
」
は
修
行
者
を
導
く
た
め
の
方
便
。「
一
機
一
境
一
言
一
句
」
で
一
つ
一
つ
の
個
別
的
な
方
便
や
こ

と
ば
。『
一
夜
碧
巌
』
第
八
八
則
・
本
則
評
唱
、「
古
人
の
一
機
一
境
、
一
言
一
句
は
、
出い

だ

す
こ
と
臨
時
に
在
り
と
雖い
え
ど然
も
、
若も是
し
眼
目

周
正
な
れ
ば
、
自
然
に
活
鱍
鱍
地
た
り
。」（
大
拙
校
訂
本
、
下
一
一
七
頁
）。

○
有
个
入
処
＝
「
入
処
」
は
悟
り
へ
の
入
り
口
、
手
が
か
り
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
八
・
玄
沙
章
、「
問
う
、『
学
人
乍ち
か

く
叢
林
に
入
れ
り
、
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乞
う
師
、
个こ

の
入
路
を
指さ

さ
れ
ん
こ
と
を
。』
師
曰
く
、『
還は

た
堰
谿
の
水
声
を
聞
く
か
。』
曰
く
、『
聞
く
。』
師
曰
く
、『
是
れ
汝
の
入
処

な
り
。』」（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
（
以
下
、
禅
文
研
本
）、
三
五
七
頁
下
）。

○
好
肉
上
剜
瘡
，
成
窠
成
窟
＝
「
好
肉
上
剜
瘡
」、
も
と
も
と
き
れ
い
な
肌
に
か
え
っ
て
傷
を
つ
け
る
。
余
計
な
こ
と
を
し
て
本
来
十
全

な
も
の
を
損
な
う
こ
と
の
た
と
え
。『
維
摩
經
』
弟
子
品
、「
汝
、
衆
生
の
根
源
を
知
る
能
わ
ず
、
発
起
す
る
に
小
乗
法
を
以
て
す
る
無な得

か
れ
。
彼
自
ら
瘡き
ず

無
し
、
之
を
傷
つ
く
る
こ
と
勿な

か
れ
。」（
Ｔ
一
四
・
五
四
〇
下
―
五
四
一
上
）。『
圜
悟
語
録
』
巻
一
六
、「
若も

し
崇
寧

の
見
処
に
拠
ら
ば
、
喚
び
て
『
此
の
事
』
と
作
す
も
、
早す

是で

に
好
肉
上
に
瘡
を
剜え
ぐ

り
了お
わ

れ
り
、
何
ぞ
況
や
更
に
論
ぜ
ん
、
眉
毛
を
眨
上
せ

ば
早
く
も
已
に
蹉
過
す
る
を
。」（
Ｔ
四
七
・
七
九
〇
上
）。「
成
窠
成
窟
」
は
「
窠
窟
」、
つ
ま
り
既
成
観
念
、
ド
グ
マ
を
つ
く
る
こ
と
。

張
本
『
碧
巌
録
』
第
二
二
則
・
本
則
評
唱
、「
所
以
に
古
人
道
く
、『
言
を
承
け
て
は
須
ら
く
宗
を
会
す
べ
し
。
自
ら
規
矩
を
立
つ
る
こ
と

勿
れ
。』
言
は
須
ら
く
格
外
有
る
べ
く
、
句
は
須
ら
く
透
関
を
要
す
べ
し
。
若も是
し
語
、
窠
窟
を
離
れ
ざ
れ
ば
、
毒
海
中
に
堕
在
せ
ん
。」

（
Ｔ
四
八
・
一
六
三
上
）。

○
大
用
現
前
，
不
存
軌
則
＝
大
い
な
る
は
た
ら
き
が
現
れ
、
た
ど
る
べ
き
一
定
の
条
理
が
な
い
。
こ
こ
で
は
方
便
と
し
て
の
「
一
機
一
境

一
言
一
句
」
に
対
し
、
直
接
的
に
真
理
を
表
現
し
、
常
識
的
に
は
理
解
で
き
な
い
接
化
を
指
す
。『
雲
門
広
録
』
巻
中
・
室
中
語
要
、「
師

有
る
時
云
く
、『
大
用
現
前
し
て
、
軌
則
を
存
せ
ず
。』
僧
便
ち
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
大
用
現
前
。』
師
乃
ち
拄
杖
を
拈
じ
て
高
声
に

唱
え
て
云
く
、『
釈
迦
老
子
来
た
れ
り
。』」（
Ｔ
四
七
・
五
五
四
下
）。『
大
慧
語
録
』
巻
一
九
「
示
清
浄
居
士
」、「
帰
宗
斬
蛇
、
南
泉
斬
猫

児
、
語
を
学
ぶ
の
流
は
、
多
く
之
を
当
機
妙
用
と
謂
い
、
亦
た
之
を
大
用
現
前
し
て
軌
則
を
存
せ
ず
と
謂
う
。
殊
に
知
ら
ず
、
総
て
是
れ

這
般
の
道
理
に
あ
ら
ず
。」（
Ｔ
四
七
・
八
九
一
上
）。

○
恁
广
也
得
，
不
恁
广
也
得
…
＝
「
恁
麼
も
也
た
得よ

し
、
不
恁
麼
も
也
た
得
し
」
と
は
、
否
定
も
肯
定
も
是
認
す
る
立
場
、「
恁
麼
も
也
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た
得よ

か
ら
ず
、
不
恁
麼
も
也
た
得
か
ら
ず
」
と
は
、
否
定
も
肯
定
も
認
め
な
い
立
場
。『
宗
門
統
要
集
』
巻
七
・
石
頭
章
、「
師
、
因
み
に

薬
山
問
う
、『
三
乗
十
二
分
教
は
、
某そ
れ

甲が
し

粗ほ
ぼ

知
る
。
嘗
て
聞
く
、
南
方
は
人
心
を
直
指
し
て
見
性
成
仏
せ
し
む
と
、
実
に
未
だ
明
了
せ
ず
。

伏
し
て
望
む
ら
く
は
和
尚
慈
悲
も
て
指
示
さ
れ
ん
こ
と
を
。』
師
云
く
、『
与
麼
も
也
た
得よ

か
ら
ず
、
不
与
麼
も
也
た
得
か
ら
ず
、
与
麼
も

不
与
麼
も
惣す
べ

て
得
か
ら
ず
。
汝
、
作い

麼か

生ん

。』
山
佇
思
す
。
師
云
く
、『
子な
ん
じの
因
縁
は
此こ
こ

に
在
ら
ず
。
江
西
に
馬
大
師
有
り
、
子な
ん
じ、
彼か
し
こに
往

き
去
れ
。
応
に
汝
の
為
に
説
く
べ
し
。』
山
彼か
し
こに
至
り
て
前
に
准
じ
て
請
問
す
。
馬
師
云
く
、『
我
、
有
る
時
は
伊か
れ

を
し
て
揚
眉
瞬
目
せ
し

め
、
有
る
時
は
伊
を
し
て
揚
眉
瞬
目
せ
し
め
ず
、
有
る
時
は
伊
を
し
て
揚
眉
瞬
目
せ
し
む
る
は
是
、
有
る
時
は
伊
を
し
て
揚
眉
瞬
目
せ
し

む
る
は
不
是
。』
山
是こ
こ

に
於
い
て
省
有
り
、
便
ち
作
礼
す
。
馬
師
云
く
、『
子な
ん
じ、
箇
の
什な

麼ん

の
道
理
を
か
見
る
。』
山
云
く
、『
某そ
れ

甲が
し

、
石
頭

に
在
り
し
時
、
蚊
子
の
鉄
牛
に
上
る
が
如
し
。』
馬
師
云
く
、『
汝
、
既
に
是
の
如
く
な
れ
ば
、
宜
し
く
善
く
護
持
す
べ
し
。』」（
柳
田
聖
山
・

椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
、
一
四
一
頁
上
。
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』、
禅
文
化
研
究
所
、

一
九
八
四
、
一
〇
七
―
一
一
二
頁
参
照
）。

○
太
廉
繊
生
＝
「
廉
繊
」
は
小
さ
い
、
細
か
い
。
こ
こ
で
は
下
の
「
孤
危
」
と
対
に
な
り
、
こ
ま
ご
ま
と
し
て
い
る
こ
と
、
些
末
な
こ
と
。

す
べ
て
の
個
物
を
肯
定
す
る
立
場
は
、
あ
ま
り
に
些
末
で
個
別
的
に
な
る
。『
雲
門
広
録
』
巻
中
・
室
中
語
要
、「
法
身
清
浄
を
挙
す
。『
一

切
の
声
色
は
、
尽
く
是
れ
廉
繊
の
語
話
な
り
。
廉
繊
に
渉
ら
ず
、
作い
　
か麼生
な
る
か
是
れ
清
浄
。』」（
Ｔ
四
七
・
五
五
八
上
）。『
圜
悟
心
要
』

巻
下
「
示
鑑
上
人
」、「
祖
師
門
下
の
本
分
提
綱
は
、
一
句
流
れ
を
截
ち
、
万
機
寝
削
す
る
も
、
已す

是で

に
廉
繊
に
渉
り
了
れ
り
。
何
ぞ
況
ん

や
言
上
に
言
を
生
じ
、
機
上
に
機
を
生
じ
、
許
多
一
堆
担
の
葛
藤
を
窮
考
し
て
心
田
を
汚
却
す
る
は
、
甚な
ん

の
了
期
か
有
ら
ん
。」（
Ｚ
一
二

〇
・
七
六
一
上
）。

○
太
孤
危
生
＝
「
孤
危
」、
高
く
そ
び
え
て
人
を
寄
せ
付
け
な
い
さ
ま
。
す
べ
て
を
否
定
す
る
立
場
は
、
あ
ま
り
に
取
り
つ
く
島
が
な
い
。 
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張
本
『
碧
巌
録
』
第
五
二
則
・
頌
評
唱
、「『
孤
危
に
立
た
ず
し
て
道
方は
じ

め
て
高
し
』、
雪
竇
は
趙
州
の
尋
常
為
人
す
る
処
、
玄
妙
に
立
た
ず
、

孤
危
に
立
た
ざ
る
を
頌
す
。
諸
方
の
『
虚
空
を
打
破
し
、
須
弥
を
撃
砕
し
、
海
底
に
塵
を
生
じ
、
須
弥
に
浪
を
鼓
し
て
、
方
め
て
他か

の
祖

師
の
道
に
称
う
』
と
道い

う
に
似
ず
。
所
以
に
雪
竇
道い
わ

く
、『
孤
危
に
立
た
ず
し
て
道
方は
じ

め
て
高
し
』
と
。
壁
立
万
仞
に
し
て
仏
法
の
奇
特

霊
験
を
顕
す
は
、
孤
危
峭
峻
な
り
と
雖い
え
ど然
も
、
孤
危
に
立
た
ざ
る
に
如し

か
ず
。
但
だ
平
常
自
然
に
転
轆
轆
地
と
し
て
、
立
た
ず
し
て
自
ず

か
ら
立
ち
、
高
く
せ
ず
し
て
自
ず
か
ら
高
し
。」（
Ｔ
四
八
・
一
八
七
中
）。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
・
青
原
行
思
章
、「
師
、
希
遷
を
し
て

書
を
持
ち
て
南
嶽
譲
和
尚
に
与
え
し
む
、
…
…
遷
彼か
し
こに
至
り
て
未
だ
書
を
呈
せ
ざ
る
に
便
ち
問
う
、『
諸
聖
を
慕
わ
ず
己
霊
を
重
ん
ぜ
ざ

る
時
、
如
何
。』
譲
曰
く
、『
子
の
問
い
は
太
高
生
な
り
、
何
ぞ
向
下
に
問
わ
ざ
る
。』
遷
曰
く
、『
寧む

可し

ろ
永
劫
沈
淪
す
と
も
諸
聖
の
解
脱

を
慕
わ
ず
。』
譲
便
ち
休
す
。」（
禅
文
研
本
、
七
五
頁
下
―
七
六
頁
上
）。

【
本
則
】 【
著
語
】

挙
。
趙
州
示
衆
云
‥
「
至
道
無
難
，〔
這
老
漢
作
什
广
？
／
莫
道
這
葛
藤
。〕

唯
嫌
揀
択
。〔
眼
前
是
什
广
？
／
三
祖
猶
在
。〕

才
有
語
言
，
是
揀
択
，
是
明
白
。〔
両
頭
三
面
。
／
少
売
弄
。
／
魚
行
水
濁
，
鳥
飛
落
毛
。〕

老
僧
不
在
明
白
裏
，〔
賊
身
已
露
。
／
者
老
漢
向
什
广
処
去
？
〕

汝
還
護
惜
也
無
？
」〔
敗
也
。
／
有
一
个
半
个
。〕

時
有
僧
問
云
‥
「
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
个
什
麼
？
」〔
也
好
与
一
拶
。
／
舌
拄
上
咢
。〕

州
云
‥
「
我
亦
不
知
。」〔
到
退
三
千
里
。
／
一
拶
拶
殺
者
老
漢
。〕



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
九
册

― 28 ―

僧
云
‥
「
和
尚
既
不
知
，
為
什
广
道
不
在
明
白
裏
？
」〔
逐
教
上
樹
。
／
走
向
什
广
処
去
？
〕

州
云
‥
「
問
事
即
得
，
礼
拜
了
退
。」〔
頼
有
這
一
着
。
／
這
老
漢
。〕

﹇
訓
読
﹈

挙
す
。
趙
州
示
衆
し
て
云
く
、「
至
道
難か
た

き
こ
と
無
し
、〔
這こ

の
老
漢
、
什な

麼に

を
か
作
す
。
／
這
の
葛
藤
を
道い

う
こ
と
莫な
か

れ
。〕

唯
だ
揀
択
を
嫌
う
。〔
眼
前
是
れ
什な

麼ん

ぞ
。
／
三
祖
猶
お
在
り
。〕

才わ
ず

か
に
語
言
有
ら
ば
、
是
れ
揀
択
、
是
れ
明
白
。〔
両
頭
三
面
。
／
売
弄
す
る
少な
か

れ
。
／
魚
行
け
ば
水
濁
り
、
鳥
飛
べ
ば
毛
落
つ
。〕

老
僧
は
明
白
裏
に
在
ら
ず
、〔
賊
身
已す
で

に
露あ
ら
わる
。
／
者こ

の
老
漢
、
什い

麼ず

処く

に
向
っ
て
か
去
く
。〕

汝
、
還は

た
護
惜
す
る
か
。」〔
敗
れ
り
。
／
一
个
半
个
有
り
。〕

時
に
僧
有
り
、
問
う
て
云
く
、「
既
に
明
白
裏
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
个こ

の
什
麼
を
か
護
惜
す
る
。」〔
也ま

た
好
し
一
拶
を
与
う
る
に
。
／
舌
、

上う
わ

咢あ
ご

を
拄さ
さ

う
。〕

州
云
く
、「
我
も
亦
た
知
ら
ず
。」〔
到
退
す
る
こ
と
三
千
里
。
／
一
拶
に
者こ

の
老
漢
を
拶
殺
す
。〕

僧
云
く
、「
和
尚
既
に
知
ら
ざ
れ
ば
、
什
麼
の
為
に
か
明
白
裏
に
在
ら
ず
と
道
う
。」〔
逐お

い
て
樹
に
上の
ぼ

ら
し
む
。
／
什い

麼ず

処く

に
か
走は

向し

り

去ゆ

く
。〕

州
云
く
、「
事
を
問
う
は
即
ち
得よ

し
、
礼
拜
し
了お
わ

ら
ば
退
け
。」〔
頼さ
い
わい
に
這こ

の
一い
っ
て着
有
り
。
／
這こ

の
老
漢
。〕
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﹇
日
訳
﹈

提
起
す
る
。
趙
州
は
示
衆
し
て
、
こ
う
言
っ
た
、「
最
高
の
道
は
難
し
く
な
い
。〔
こ
の
オ
ヤ
ジ
、
な
に
す
る
つ
も
り
だ
。
／
こ
ん
な
理
屈

を
言
っ
て
は
な
ら
ん
。〕

た
だ
取
捨
選
択
し
て
は
い
け
な
い
。〔
目
の
前
に
は
何
が
あ
る
。
／
三
祖
は
い
ま
な
お
健
在
だ
ぞ
。〕

言
葉
に
し
た
と
た
ん
、
取
捨
選
択
で
あ
り
、
ま
た
『
明
白
』
で
あ
る
。〔
二
股
か
け
た
な
。
／
ひ
け
ら
か
す
な
。
／
魚
が
泳
げ
ば
水
は
濁
り
、

鳥
が
飛
べ
ば
毛
が
落
ち
る
。〕

わ
し
は
、『
明
白
』
に
は
安
住
し
な
い
。〔
正
体
を
見
せ
た
な
。
／
オ
ヤ
ジ
、
そ
れ
で
は
ど
こ
に
行
く
。〕

お
ま
え
た
ち
は
大
切
に
す
る
か
。」〔
ほ
れ
、
し
く
じ
っ
た
。
／
わ
か
っ
て
い
る
や
つ
が
お
ら
ん
で
も
な
い
ぞ
。〕

そ
の
時
、
あ
る
僧
が
尋
ね
た
、「『
明
白
』
に
安
住
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
い
っ
た
い
な
に
を
大
切
に
す
る
の
で
し
ょ
う
。」〔
よ
く
ぞ
追
い

つ
め
た
。
／
何
と
も
言
い
か
え
せ
ん
。〕

趙
州
い
わ
く
、「
わ
し
も
知
ら
ん
。」〔
総
崩
れ
。
／
一
押
し
で
こ
の
オ
ヤ
ジ
を
追
い
詰
め
た
。〕

僧
い
わ
く
、「
ご
存
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
『
自
分
は
「
明
白
」
に
安
住
し
な
い
』
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。」〔
木
の
上
ま

で
追
い
た
て
る
ぞ
。
／
さ
て
ど
こ
に
行
く
か
な
。〕

趙
州
い
わ
く
、「
質
問
は
こ
れ
で
よ
し
。
礼
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。」〔
こ
の
手
が
あ
っ
た
か
。
／
こ
の
オ
ヤ
ジ
め
。〕
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﹇
注
釈
﹈【
本
則
】

○
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
択
＝
本
則
は
『
趙
州
録
』
巻
上
に
見
ら
れ
、
言
葉
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
。「
至
道
無
難
、
唯
嫌
揀
択
」
は
三
祖

僧
璨
『
信
心
銘
』
に
出
る
。
い
わ
く
、「
至
道
無
難
、
唯
嫌
揀
択
。
但
莫
憎
愛
、
洞
然
明
白
。」（『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
〇
、
禅
文
研
本
、

六
一
六
頁
上
）。『
信
心
銘
』
に
お
い
て
「
明
白
」
は
「
揀
択
」
を
超
え
た
無
差
別
の
境
地
を
表
す
が
、
本
則
で
は
、
無
差
別
を
固
定
化
し

た
一
種
の
聖
量
と
捉
え
ら
れ
る
。『
趙
州
録
』
に
は
『
信
心
銘
』
を
題
材
と
す
る
問
答
が
他
に
三
則
あ
り
、『
碧
巌
録
』
第
五
七
則
か
ら
第

五
九
則
の
本
則
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
。

○
我
亦
不
知
＝
こ
こ
で
「
不
知
」
は
「
知
解
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
肯
定
的
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
禅
籍
に
は
同
様
の
発
想

が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。『
南
泉
語
要
』、「
他
は
且
く
見
聞
覚
知
を
許ゆ
る

さ
ず
。
自
お
の
ず
から
箇
の
癡
鈍
人
、
少
神
人
、
百
事
不
知
の
似ご
と

く
し
て
最

も
好よ

し
。」（『
古
尊
宿
語
要
』
巻
一
、
柳
田
聖
山
主
編
『
禅
学
叢
書
』
之
一
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
、
九
頁
下
）。『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
一
五
・
石
霜
慶
諸
章
、「
僧
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。』
師
曰
く
、『
空
中
一
片
の
石
。』
僧
礼
拝
す
。
師
曰
く
、『
会
す
や
。』

曰
く
、『
会
せ
ず
。』
師
曰
く
、『
頼さ
い
わい
に
汝な
ん
じ会
せ
ず
。
若
し
会
せ
ば
即
ち
你
の
頭
を
打
破
せ
ん
。』」（
禅
文
研
本
、
二
九
五
頁
上
。
景
徳
伝

灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録
』
五
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
、
五
五
三
頁
参
照
）。

﹇
注
釈
﹈【
著
語
】

○
這
老
漢
作
什
广
＝
以
下
二
つ
の
著
語
、
張
本
で
は
「
趙
州
示
衆
云
」
の
下
に
つ
く
。
こ
の
お
や
じ
、
仰
々
し
く
も
何
を
や
り
出
す
か
。

言
葉
で
表
せ
な
い
真
理
を
「
至
道
無
難
」
な
ど
と
言
挙
げ
す
る
こ
と
を
い
ぶ
か
る
。
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○
莫
道
這
葛
藤
＝
「
至
道
無
難
」
と
い
う
言
葉
は
、
あ
く
ま
で
言
語
の
次
元
に
落
ち
た
「
葛
藤
」
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
わ

ざ
わ
ざ
言
う
も
の
で
な
い
。「
道
葛
藤
」
と
い
う
言
い
か
た
は
珍
し
い
が
、
こ
こ
で
は
張
本
に
「
莫
打
這
葛
藤
」
と
す
る
の
に
従
っ
て
解

釈
す
る
。

○
眼
前
是
什
广
＝
目
の
前
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
差
別
相
を
虚
妄
と
見
る
「
唯
嫌
揀
択
」
の
理
論
に
対
し
、
聴
衆
の
目
を
再
び
現
実
の
現

象
世
界
に
向
け
さ
せ
る
。『
宗
門
統
要
集
』
巻
四
・
潙
山
章
、「
師
因
み
に
僧
問
う
、『
従
上
の
諸
聖
か
ら
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で
、
和

尚
の
意
旨
、
如い
か
ん何
。』
師
云
く
、『
目
前
は
是
れ
什な

麼ん

の
物
ぞ
。』
僧
云
く
、『
秖た

だ
這こ

れ
便
ち
是
れ
な
る
こ
と
莫
き
か
。』
師
云
く
、『
阿い

那ず

箇れ

ぞ
。』
僧
云
く
、『
適い
ま
し
が
た来

秖
対
す
る
底
。』
師
云
く
、『
你な
ん
じ、
那な

箇に

に
か
擬
す
る
。
去い

ね
、
事
を
生
ず
る
莫な
か

れ
。」（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第

一
巻
、
八
四
頁
下
）。

○
三
祖
猶
在
＝
三
祖
は
ま
だ
健
在
で
あ
る
。『
信
心
銘
』
の
句
を
挙
げ
た
趙
州
に
対
し
、
三
祖
は
ま
だ
見
て
い
る
ぞ
、
間
違
っ
た
使
い
方

を
す
る
で
な
い
ぞ
、
と
警
告
を
与
え
る
。

○
両
頭
三
面
＝
「
両
方
に
好
い
顔
を
す
る
」「
二
股
を
か
け
る
」
意
の
俗
語
。
こ
こ
で
は
、「
揀
択
」
と
「
明
白
」
の
両
方
を
同
時
に
否
定

す
る
趙
州
を
、「
ど
っ
ち
つ
か
ず
」
と
あ
げ
つ
ら
う
。『
資
治
通
鑑
考
異
』
所
引
南
唐
程
匡
柔
『
唐
補
紀
』、「
全
忠
、
書
を
覧み

て
大
い
に
詬
の
の
し

り
て
曰
く
、『
劉
季
述
、
我
、
伊か
れ

と
王
事
を
同
じ
く
す
る
こ
と
十
二
三
年
、
兄
弟
の
故
に
特
に
渠か
れ

に
報つ

げ
し
む
る
に
、
自
ら
謀は
か

る
能
わ
ず
、

却
っ
て
崔
相
に
示
し
、
我
を
両
頭
三
面
と
道い

う
。
実
に
是
れ
容ゆ
る

し
難が
た

し
。
…
…
』」（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
二
、
中
華
書
局
、
一
九
五
六
、

八
五
四
三
頁
）。
関
漢
卿
『
蝴
蝶
夢
』、「
若も是
し
我
、
両
三
番
、
他
を
将も

っ
て
留
恋
せ
ば
、
人
を
し
て
後ま
ま
は
は
尭
婆
両
頭
三
面
と
道
わ
し
む
。」

（『
元
曲
選
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
九
、
六
四
三
頁
）。

○
少
売
弄
＝
「
売
弄
」
は
「
ひ
け
ら
か
す
」。「
明
白
」
を
も
「
語
言
」
と
す
る
屈
折
し
た
表
現
に
対
し
て
、
わ
ざ
と
ら
し
い
ひ
け
ら
か
し
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は
や
め
よ
と
揶
揄
す
る
。

○
魚
行
水
濁
，
鳥
飛
落
毛
＝
魚
や
鳥
が
動
け
ば
、
そ
の
跡
が
残
る
も
の
だ
。
言
葉
を
使
え
ば
、
没
蹤
跡
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
喩
え
る
。

趙
州
自
身
も
、「
才わ
ず

か
に
語
言
有
ら
ば
…
…
」
と
言
い
つ
つ
、
す
で
に
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。『
圜
悟
語
録
』
巻
一

八
、「
挙
す
、
懶
瓚
和
尚
云
く
、『
吾
れ
に
一
言
有
り
、
慮
を
絶
し
縁
を
忘
ず
。
巧
説
し
得
ず
、
只
だ
心
伝
す
る
こ
と
を
要
す
。』
師
拈
じ

て
云
く
、『
這
の
老
漢
、
魚
行
け
ば
水
濁
る
。
漏
逗
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
…
…
』」（
Ｔ
四
七
・
七
九
六
下
）。

○
賊
身
已
露
＝
趙
州
の
目
論
見
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。「
明
白
に
安
住
し
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
趙
州
の
狙
い
だ
。

○
者
老
漢
向
什
广
処
去
＝
「
明
白
裏
に
い
な
い
」
と
い
う
が
、
な
ら
ば
ど
こ
へ
行
く
と
い
う
の
か
。

○
敗
也
＝
失
敗
し
た
。「
護
惜
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
た
め
に
、
次
の
僧
に
付
け
入
る
す
き
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

○
有
一
个
半
个
＝
十
全
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
な
り
の
人
物
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
次
の
僧
の
出
現
を
先
取
り
す
る
。『
景

徳
伝
灯
録
』
巻
二
二
・
延
寿
慧
輪
章
、「
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
一
色
。』
師
曰
く
、『
青
黄
赤
白
。』
曰
く
、『
大
い
に
好よ

き
一
色
。』

師
曰
く
、『
人
無な

し
と
将お

謂も

い
し
に
、
也ま

た
一
箇
半
箇
有
り
。』」（
禅
文
研
本
、
四
四
八
頁
上
）。

○
也
好
与
一
拶
＝
よ
く
ぞ
追
及
し
た
。
僧
の
質
問
を
ほ
め
る
。

○
舌
拄
上
咢
＝
「
咢
」、
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
二
二
、「
上
咢
、
俄
各
反
。
正
体
は
咢
に
作
り
、
又
た
或
い
は
齶
に
作
る
な
り
。」（
徐

時
儀
校
注
『
一
切
経
音
義
三
種
校
本
合
刊
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
、
八
八
八
頁
上
）。
元
来
、
坐
禅
の
と
き
に
舌
を
上
顎
に
つ

け
る
動
作
を
指
す
が
、
転
じ
て
も
の
が
言
え
な
い
、
言
い
よ
う
が
な
い
の
意
。『
諸
録
俗
語
解
』、「『
坐
禅
儀
』
に
「
舌
、
上う

わ

齶あ
ご

を
拄
え
、

唇
歯
相
い
着
く
」。
今
は
「
開
口
不
得
」
の
義
な
り
。」（
二
六
二
頁
）。『
天
聖
広
灯
録
』
巻
一
九
・
廬
山
護
国
章
、「
問
う
、『
如
何
な
る

か
是
れ
和
尚
、
尋
常
説
法
す
る
底
の
口
。』
師
云
く
、『
舌
、
上う
わ

齶あ
ご

を
拄さ
さ

う
。』
進
み
て
云
く
、『
恁か
く
の
ご
と麼く
な
れ
ば
則
ち
人
よ
り
得
ず
。』
師
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云
く
、『
即
今
の
事
、
又
た
作い

麼か

生ん

。』
学
人
、
語
無
し
。
師
云
く
、『
掠
虚
の
漢
。』」（
柳
田
聖
山
主
編
『
禅
学
叢
書
』
之
五
、
中
文
出
版

社
、
一
九
七
五
、
五
二
五
頁
下
）。

○
到
退
三
千
里
＝
三
千
里
も
後
退
し
た
。
総
崩
れ
の
退
却
だ
。
趙
州
が
僧
の
質
問
に
対
し
て
十
分
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
揶
揄
す
る
。

○
一
拶
拶
殺
者
老
漢
＝
「
拶
」
は
「
逼
る
」。
一
押
し
で
こ
の
オ
ヤ
ジ
を
追
い
詰
め
た
。
僧
の
先
ほ
ど
の
質
問
を
ほ
め
る
。

○
逐
教
上
樹
＝
木
の
上
ま
で
追
い
立
て
る
。
僧
の
二
つ
め
の
質
問
に
対
し
、
僧
は
ま
だ
ま
だ
趙
州
を
逃
が
さ
な
い
、
さ
ら
に
問
い
を
あ
び

せ
て
、
と
こ
と
ん
ま
で
追
い
詰
め
る
つ
も
り
だ
、
と
評
す
る
。

○
走
向
什
广
処
去
＝
追
い
込
ま
れ
た
趙
州
は
、
さ
て
ど
こ
へ
行
く
や
ら
見
て
み
よ
う
。

○
頼
有
這
一
着
＝
「
頼
」
は
「
幸
い
に
」。「
一
着
」
は
囲
碁
の
一
手
の
こ
と
、
計
略
や
手
段
を
た
と
え
る
。
こ
の
一
手
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
。
表
面
的
に
は
、
趙
州
が
巧
み
に
回
答
を
回
避
し
た
こ
と
に
対
す
る
皮
肉
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
明
白
」
を
避
け
得
た
こ
と
に
対
す

る
賞
賛
で
も
あ
る
。

○
這
老
漢
＝
こ
の
オ
ヤ
ジ
と
き
た
ら
。
張
本
で
は
「
這
老
賊
」。
一
つ
前
の
「
頼
有
這
一
着
」
と
同
工
異
曲
で
、
巧
妙
な
逃
げ
を
打
っ
た

趙
州
に
対
す
る
あ
き
れ
と
賞
賛
を
表
す
。

【
本
則
評
唱
一
】 

　

趙
州
常
挙
此
話
，「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
択
」，
乃
是
三
祖
《
信
心
銘
》
‥
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
択
。
但
莫
増
愛
，
洞
然
明
白
。」「
才

有
語
言
，
是
揀
択
，
是
明
白
」，
才
恁
广
会
，
蹉
過
了
也
。
釘
鉸
膠
粘
，
堪
作
何
用
？ 

州
云
‥
「
是
揀
択
，
是
明
白
。」
如
今
人
参
禅
問
道
，

不
在
揀
択
中
坐
，
便
在
明
白
裏
。 

州
云
‥
「
老
僧
不
在
明
白
裏
。」
汝
等
諸
人
，
既
不
在
明
白
裏
，
趙
州
在
什
广
処
？ 

且
道
作
广
生
？ 
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為
什
广
却
教
人
護
惜
？

　

五
祖
常
道
‥
「
垂
来
似
過
与
你
，
汝
等
作
广
生
会
？
」
且
道
作
广
生
是
垂
処
？ 

識
取
鉤
頭
意
，
莫
認
定
盤
星
！

﹇
訓
読
﹈

　

趙
州
常
に
此
の
話
を
挙
す
。「
至
道
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀
択
を
嫌
う
」
と
は
、
乃
ち
是
れ
三
祖
『
信
心
銘
』
に
「
至
道
難
き
こ
と

無
し
、
唯
だ
揀
択
を
嫌
う
。
但
だ
憎
愛
莫
く
ん
ば
、
洞
然
と
し
て
明
白
」
と
。「
才わ
ず

か
に
語
言
有
ら
ば
、
是
れ
揀
択
、
是
れ
明
白
。」
才わ
ず

か

に
恁か
く
の
ご
と麼く
会
せ
ば
、
蹉
過
し
了お

わ
れ
り
。
釘
鉸
膠
粘
は
、
何
の
用
を
作
す
に
か
堪
え
ん
。
州
云
く
、「
是
れ
揀
択
、
是
れ
明
白
。」
如
今
の

人
の
参
禅
問
道
す
る
は
、
揀
択
中
に
在
り
て
坐
せ
ざ
れ
ば
、
便
ち
明
白
裏
に
在
り
。 

州
云
く
、「
老
僧
は
明
白
裏
に
在
ら
ず
。」
汝
等
諸

人
よ
、
既
に
明
白
裏
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
趙
州
は
什い

麼ず

処く

に
か
在
る
。
且
く
道
え
、
作い

麼か

生ん

。
什
麼
の
為
に
か
却
っ
て
人
を
し
て
護
惜
せ
し

む
る
。

　

五
祖
常
に
道
く
、「
垂
し
来
た
り
て
你
に
似し
　
め過与
す
、
汝
等
作い

麼か

生ん

が
会
す
る
。」
且
く
道
え
、
作い
　
か麼生
な
る
か
是
れ
垂
す
る
処
。
鉤
頭

の
意
を
識
取
し
て
、
定
盤
星
を
認
む
る
莫
か
れ
。

﹇
日
訳
﹈

　

趙
州
は
い
つ
も
こ
の
話
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。「
最
高
の
道
は
難
し
く
な
い
。
た
だ
取
捨
選
択
し
て
は
い
け
な
い
」
と
は
、
三
祖
『
信

心
銘
』
に
「
最
高
の
道
は
難
し
く
な
い
。
た
だ
取
捨
選
択
し
て
は
い
け
な
い
。
憎
愛
さ
え
無
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
明
白
で
あ
る
」
と
言
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
趙
州
は
「
言
葉
に
し
た
と
た
ん
、
取
捨
選
択
に
な
り
、『
明
白
』
に
な
る
」
と
言
う
が
、
こ
れ
を
言
葉
の
ま
ま
に
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理
解
し
た
な
ら
ば
、
と
た
ん
に
す
れ
違
い
だ
。
つ
ぎ
は
ぎ
の
理
解
が
、
何
の
役
に
立
と
う
か
。 

近
ご
ろ
の
人
の
参
禅
問
道
は
、
取
捨
選

択
に
居
坐
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
「
明
白
」
に
居
坐
る
。
趙
州
は
「
わ
し
は
、『
明
白
』
に
は
い
な
い
」
と
言
う
。
さ
あ
お
ま
え
た
ち
、「
明

白
」
に
い
な
い
と
す
る
と
、
さ
て
趙
州
は
ど
こ
に
い
る
か
。
さ
あ
、
ど
う
だ
。
ど
う
し
て
、
人
に
は
か
え
っ
て
大
切
に
し
ろ
と
言
う
の
か
。

　

先
師
五
祖
法
演
は
常
々
言
っ
て
い
た
、「
も
う
手
を
垂
れ
て
お
ま
え
た
ち
に
示
し
て
や
っ
た
、さ
あ
、お
ま
え
た
ち
は
ど
う
理
解
す
る
か
」

と
。
手
を
垂
れ
て
示
し
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。
鉤か
ぎ

の
先
を
見
て
取
れ
、
目
盛
り
を
読
ん
で
は
い
か
ん
。

﹇
注
釈
﹈

○
但
莫
増
愛
＝
「
莫
」
は
原
本
で
破
損
。「
増
」
は
写
誤
、﹇
訓
読
﹈
以
下
で
改
め
る
。

○
「
才
有
語
言
，
是
揀
択
，
是
明
白
。」
才
恁
广
会
，
蹉
過
了
也
＝
「
語
言
」
は
張
本
に
「
是
非
」
と
す
る
。
趙
州
が
「
言
葉
に
し
た
と

た
ん
、
揀
択
に
な
り
、
明
白
に
な
る
」
と
い
っ
た
こ
の
言
葉
を
、
一
つ
の
教
条
と
し
て
言
葉
の
次
元
で
理
解
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
ポ
イ
ン

ト
を
外
す
こ
と
に
な
る
。

○
釘
鉸
膠
黏
，
堪
作
何
用
＝
「
釘
鉸
」
は
鋳い

掛か
け

、「
膠
黏
」
は
べ
た
べ
た
く
っ
つ
く
こ
と
。
つ
ぎ
は
ぎ
し
て
作
っ
た
も
の
で
は
、
何
の
役

に
も
立
た
な
い
。『
晦
庵
先
生
朱
文
公
集
』
巻
六
三
「
答
孫
敬
甫
」、「
若
し
吾
学
に
於
い
て
果
し
て
所
見
有
ら
ば
、
則
ち
彼
の
言
の
釘
釘

膠
粘
、
一
切
仮
合
す
る
処
、
自
然
に
解
拆
破
散
し
て
、
收
拾
し
来
た
ら
ざ
る
な
り
。」（『
朱
子
全
集
』
第
二
三
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
・

安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
、
三
〇
六
四
頁
）。 

趙
州
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
し
た
だ
け
の
理
解
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
言
葉
や
概
念
を
つ

ぎ
は
ぎ
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

○
五
祖
常
道
‥
「
垂
来
似
過
与
你
，
汝
等
作
广
生
会
。」
＝
真
理
は
す
で
に
懇
切
丁
寧
に
お
前
た
ち
に
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
は
お
前
た



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
九
册

― 36 ―

ち
が
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
五
祖
は
圜
悟
の
師
、
五
祖
法
演
（
？
―
一
一
〇
四
）。
こ
の
語
の
出
典
は
未
詳
。「
垂
」、

流
布
本
は
「
垂
手
」
に
作
る
。「
似
」
は
「
示
」
に
通
ず
。『
大
慧
語
録
』
巻
一
九
「
示
清
浄
居
士
」、「
此
の
軸
を
以
て
指
示
を
求
む
る
に

因
り
、
故
に
此
の
二
十
六
段
を
書
き
て
之
に
似し
め

す
。」（
Ｔ
四
七
・
八
九
一
下
）。
同
巻
二
三
「
示
妙
円
道
人
」、「
此
の
紙
を
以
て
指
示
を

乞
う
に
因
り
、
筆
を
掇と

り
て
揮
汗
し
、
此
を
書
き
て
之
に
示
す
。」（
Ｔ
四
七
・
九
〇
九
中
）。
以
上
の
類
似
し
た
表
現
で
、
一
方
は
「
似
」、

一
方
は
「
示
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
字
が
通
じ
る
と
分
か
る
。

○
識
取
鉤
頭
意
，
莫
認
定
盤
星
＝
「
鉤
頭
」、
秤は
か
りの
か
ぎ
、
量
る
も
の
を
引
っ
掛
け
る
部
分
。「
鉤
頭
意
」
は
本
当
に
量
ろ
う
と
す
る
も
の

の
正
体
。「
定
盤
星
」、
秤
の
竿
の
上
の
目
盛
り
。『
諸
録
俗
語
解
』、「
鉤
は
「
は
か
り
の
か
ぎ
」
な
り
。「
識
取
鉤
頭
」
は
「
か
ぎ
に
か
け

た
処
で
合
点
せ
よ
、
定
盤
の
星
を
あ
て
に
す
る
な
」
な
り
。」（
二
六
二
頁
）。
本
質
を
見
て
取
れ
、
言
葉
に
は
頼
る
な
。
張
本
『
碧
巌
録
』

第
八
六
則
・
本
則
評
唱
、「
如
今
の
人
、
纔わ
ず

か
に
光
明
を
挙
著
す
る
を
聞
く
や
、
便
ち
去
き
て
眼
を
瞠み
は

り
て
云
く
、『
那い
ず
く裏
か
是
れ
厨
庫
、

那い
ず
く裏
か
是
れ
三
門
』
と
。
且し
ば
らく
没も
っ

交き
ょ
う

渉し
ょ
うを
得
。
所ゆ

以え

に
道い

う
、
鉤
頭
の
意
を
識
取
し
て
、
定
盤
星
を
認
む
る
莫
か
れ
、
と
。
此
の
事
は

眼
の
上
に
在
ら
ず
、
亦
た
境
の
上
に
在
ら
ず
。
須す
べ

是か
ら

く
知
見
を
絶
し
、
得
失
を
忘
じ
、
浄
裸
裸
、
赤
灑
灑
と
し
て
、
各お
の

各お
の

当
人
の
分
上
に

究
取
し
て
始
め
て
得よ

し
。」（
Ｔ
四
八
・
二
一
一
中
）。

【
本
則
評
唱
二
】

　

這
僧
出
来
，
不
妨
奇
特
。
何
故
？ 

提
趙
州
空
処
，
便
去
拶
它
道
‥
「
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
个
什
广
？
」
趙
州
也
好
，
更
不
行
棒
行
喝
，

只
道
‥
「
我
不
知
。」
若
是
老
僧
，
被
它
一
拶
，
往
往
忘
前
失
後
。
頼
這
老
漢
有
転
身
自
在
処
，
所
以
如
此
。
今
時
禅
和
子
，
問
着
便
道

‥
「
我
不
知
不
会
」，
争
奈
同
途
不
同
轍
。
這
僧
有
奇
特
処
，
方
始
会
問
‥
「
和
尚
既
不
知
，
為
恁
广
却
道
不
在
明
白
裏
。」
好
与
一
拶
。
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若
是
別
人
，
直
是
分
疎
不
下
。
趙
州
作
家
，
只
向
它
道
‥
「
問
事
即
得
，
礼
拜
了
退
。」
這
僧
依
旧
不
奈
這
老
漢
何
，
只
得
飲
気
吞
声
。 

﹇
訓
読
﹈

　

這こ

の
僧
の
出
で
来
た
る
は
、
不は
な
は妨
だ
奇
特
な
り
。
何
の
故
に
。
趙
州
の
空
処
を
提
し
て
、
便
ち
去
き
て
它か
れ

を
拶
し
て
道
く
、「
既
に
明

白
裏
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
个こ

の
什な

麼に

を
か
護
惜
す
る
」
と
。
趙
州
も
也ま

た
好
し
、
更
に
行
棒
行
喝
せ
ず
、
只
だ
道
く
、「
我
知
ら
ず
」
と
。 

若
し
是
れ
老
僧
な
ら
ば
、
它
に
一
拶
せ
ら
れ
て
、
往
往
に
し
て
忘
前
失
後
す
。
頼さ
い
わい
に
這
の
老
漢
転
身
自
在
の
処
有
り
、
所ゆ

以え

に
此か
く

の
如

し
。 

今
時
、
禅
和
子
、
問
着
せ
ば
便
ち
道
く
、「
我
知
ら
ず
、
会
せ
ず
」
と
。
争い
か
ん奈
せ
ん
途
を
同
じ
く
す
る
も
轍
を
同
じ
く
せ
ず
。
這
の

僧
奇
特
の
処
有
り
て
、
方は

始じ

め
て
会よ

く
問
う
、「
和
尚
既
に
知
ら
ざ
れ
ば
、
什な

麼ん

の
為
に
か
却
っ
て
道
く
、
明
白
裏
に
在
ら
ず
と
。」
一
拶

を
与
う
る
に
好
し
。
若
し
是
れ
別
人
な
ら
ば
、
直た是
だ
分
疎
し
下お
お

せ
ず
。
趙
州
は
作
家
な
れ
ば
、
只
だ
它
に
向
い
て
道
く
、「
事
を
問
う

は
即
ち
得よ

し
、
礼
拜
し
了
ら
ば
退
け
」
と
。
這
の
僧
、
旧
に
依
り
て
這
の
老
漢
を
奈
何
と
も
せ
ず
、
只
だ
気
を
飲
み
声
を
吞
む
を
得
る
の

み
。

﹇
日
訳
﹈ 

　

こ
の
僧
は
な
か
な
か
に
立
派
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
趙
州
の
す
き
を
つ
い
て
、「
明
白
の
う
ち
に
い
な
い
な
ら
、
何
を
大
切
に
す
る
の
で

す
か
」
と
追
及
し
た
の
だ
。
趙
州
も
大
し
た
も
の
で
、
棒
も
喝
も
使
わ
ず
に
、
た
だ
「
知
ら
な
い
」
と
だ
け
言
う
。
も
し
わ
し
で
あ
れ
ば
、

こ
う
追
及
さ
れ
る
と
、
往
々
に
し
て
ど
う
に
も
で
き
な
い
。
幸
い
に
こ
の
オ
ヤ
ジ
に
は
自
在
な
手
並
み
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
通
り
だ
。

今
ど
き
の
禅
坊
主
も
質
問
さ
れ
る
と
「
知
ら
な
い
、
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
が
、
こ
れ
と
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
。
こ
の
僧
に
は
優
れ
た
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と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
知
ら
な
い
な
ら
、
ど
う
し
て
明
白
の
う
ち
に
い
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
」
と
問
う
こ
と
が
で

き
た
。
よ
く
ぞ
追
い
つ
め
た
。
別
人
な
ら
ば
釈
明
で
き
ぬ
と
こ
ろ
だ
。
趙
州
も
や
り
手
だ
。「
質
問
は
そ
れ
で
よ
い
。
礼
拜
し
て
下
が
れ
」

と
だ
け
言
う
。
こ
の
僧
、
や
は
り
こ
の
オ
ヤ
ジ
を
何
と
も
で
き
ず
、
言
葉
を
飲
み
込
む
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

﹇
注
釈
﹈

○
提
趙
州
空
処
＝
「
提
」、
張
本
に
「
捉
」
に
作
る
。 

字
形
が
近
い
こ
と
に
よ
る
写
誤
か
。

○
若
是
老
僧
＝
張
本
に
「
若
不
是
這
老
漢
」
に
作
る
。

○
転
身
自
在
処
＝
自
由
自
在
に
立
場
を
転
換
さ
せ
る
は
た
ら
き
。『
一
夜
碧
巌
』
第
二
五
則
・
頌
評
唱
、「
雪
豆
頌
し
得
て
奇
特
な
り
。
転

身
の
去と
こ
ろ処
有
り
て
、
一
隅
を
守
ら
ず
、
便
ち
道
う
、『
眼
裏
の
塵
沙
、
耳
裏
の
土
』
と
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
二
一
頁
）。『
一
夜
碧
巌
』

第
三
七
則
・
本
則
評
唱
、「
無
言
中
に
向お

い
て
却
っ
て
言
い
得
、行
い
得
ざ
る
処
に
向お

い
て
却
っ
て
行
い
得
れ
ば
、之
を
転
身
の
処
と
謂
う
。」

（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
六
四
頁
）。

○
我
不
知
不
会
＝
こ
こ
で
の
「
不
知
不
会
」
は
、【
本
則
】「
我
亦
不
知
」
の
注
に
見
た
「
知
解
を
絶
し
た
不
知
の
境
地
」
が
、
か
え
っ
て

定
式
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
態
度
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
禅
僧
は
宋
代
に
実
在
し
た
ら
し
く
、
た
と
え
ば
『
大
慧
宗
門
武
庫
』
に
は
大
慧

宗
杲
が
東
林
常
総
を
批
判
し
た
次
の
よ
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。「
蓋
し
照
覚
は
平
常
無
事
、
知
見
解
会
を
立
て
ざ
る
を
以
て
道
と
為
し

…
…
」（
Ｔ
四
七
・
九
四
八
上
）。
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
』
は
、
固
定
化
さ
れ
た
「
平
常
無
事
」
に
対
す
る
反
省
が
か
な
り
早
い
段
階

で
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
寒
山
詩
』
の
次
の
一
首
を
引
く
。
宋
代
に
見
ら
れ
る
「
無
事
禅
批
判
」
の
先
駆
と
言
え
よ
う
。「
世
に

一あ
る
や
か
ら
等
流
有
り
、
悠ぼ
ん

悠や
り

と
し
て
木で

頭く

の
似ご
と

し
。
語
を
出
せ
ば
知ち

解げ

無
く
、
我
れ
は
百
な
に
ご
とも
憂
え
ず
と
云
う
。
道み
ち

を
問
え
ば
道
は
会え

せ
ず
と
い
い
、
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仏ほ
と
けを
問
え
ば
仏
も
求
め
ず
と
い
う
。
子
細
に
推と
い

尋つ
め

て
ゆ
か
著ば

、
茫
然
と
し
て
一
場
の
愁う
れ

い
の
み
。」（
項
楚
『
寒
山
詩
注
』、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
〇
、
三
四
八
頁
。
小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
―
中
国
禅
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
、
第
一
章
第
一
節
五
参
照
）。

○
為
恁
广
却
道
不
在
明
白
裏
＝
「
恁
广
」
は
、
張
本
お
よ
び
本
則
に
「
為
什
麼
（
广
）」
と
す
る
の
に
従
っ
て
改
め
る
。

○
好
与
一
拶
＝
張
本
に
は
「
更
好
一
拶
」
と
す
る
。
一
夜
本
で
は
僧
の
質
問
を
ほ
め
る
言
葉
。
好
い
追
及
の
一
手
で
あ
っ
た
。

○
分
疎
不
下
＝
「
分
疎
」
は
説
明
す
る
、
釈
明
す
る
。『
一
夜
碧
巌
』
第
一
一
則
・
本
則
評
唱
、「
衆
中
に
も
也
た
性
命
を
惜
し
ま
ざ
る
底

の
禅
和
子
有
り
て
、
解よ

く
恁か
く
の
ご
と广く
出
で
来
た
り
て
它か
れ

に
問
う
、『
只
だ
諸
方
の
徒
を
匡た
だ

し
衆
を
領ひ
き

い
る
が
如
き
は
、
又
た
作い

广か

生ん

。』
也
た

好
し
一
拶
を
与
う
る
に
。
這
の
老
漢
、
果は

然た

し
て
分
疎
し
下お
お

せ
ず
、
便
ち
漏
逗
し
て
云
く
、『
禅
無
し
と
は
道
わ
ず
、
只た是
だ
師
無
し
』
と
。」

（
大
拙
校
訂
本
、
上
五
四
―
五
五
頁
）。
張
本
『
碧
巌
録
』
第
二
四
則
・
本
則
評
唱
、「
潙
山
道
く
、『
…
…
且
く
正
に
恁か
く
の
ご
と麼き
時
に
当
た
り

て
は
、喚
び
て
潙
山
僧
と
作
さ
ば
即
ち
是
か
、喚
び
て
水
牯
牛
と
作
さ
ば
即
ち
是
か
。』如
今
の
人
、問
著
せ
ば
、管か
な

取ら
ず

や
分
疎
し
下お
お

せ
ず
。」

（
Ｔ
四
八
・
一
六
五
上
）。

○
飲
気
吞
声
＝
何
も
言
え
な
い
。
言
葉
が
出
な
い
。『
圜
悟
語
録
』
巻
四
、「
若
し
本
分
の
提
持
を
論
ぜ
ば
、
異
同
を
坐
断
し
、
凡
聖
を
通

さ
ず
、
直た

得と

い
釈
迦
、
弥
勒
も
気
を
飲
み
声
を
吞
み
、
文
殊
、
普
賢
も
鋒
き
っ
さ
きを
亡う
し
ない
舌
を
結
ぶ
。」（
Ｔ
四
七
・
七
三
一
中
―
下
）。『
圜
悟
語

録
』
巻
一
二
、「
且
く
道
え
、
什な

麼ん

の
道
理
を
か
具
え
て
…
…
三
世
の
諸
仏
、
六
代
の
祖
師
、
乃
至
天
下
の
老
和
尚
も
、
只
だ
気
を
飲
み

声
を
吞
み
、
目
を
瞠み

は

り
口
を
呿ひ
ら

く
を
得
る
の
み
。」（
Ｔ
四
七
・
七
六
七
上
）。

【
本
則
評
唱
三
】

　

此
是
大
胆
宗
師
，
不
与
你
論
玄
論
妙
，
論
機
論
境
，
一
向
以
本
事
接
人
。
所
以
道
‥
「
相
罵
饒
你
接
觜
，
相
唾
饒
你
潑
水
。」
説
它
行
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脚
時
，
平
生
不
用
棒
喝
，
唯
以
尋
常
語
言
，
只
是
天
下
人
不
奈
它
何
。
蓋
為
它
平
生
無
許
多
事
計
較
，
所
以
横
拈
倒
用
，
得
大
自
在
。
如

今
人
不
理
会
得
，
只
管
道
‥
「
趙
州
不
答
話
，
不
為
人
説
。」
殊
不
知
，
当
面
蹉
過
却
。

﹇
訓
読
﹈

　

此
れ
は
是
れ
大
胆
の
宗
師
、
你
の
与た
め

に
玄
を
論
じ
妙
を
論
じ
、
機
を
論
じ
境
を
論
ぜ
ず
、
一
向
に
本
事
を
以
て
人
を
接
す
。
所
以
に
道

く
、「
相
い
罵
る
は
你
の
觜
く
ち
ば
しを
接
ぐ
を
饒ゆ
る

し
、
相
い
唾つ
ば
きす
る
は
你
の
水
を
潑そ
そ

ぐ
を
饒
す
」
と
。
説い
わ

く
、
它か
れ

、
行
脚
せ
し
時
、
平
生
、
棒
喝

を
用
い
ず
、
唯
だ
尋
常
の
語
言
を
以
て
す
る
の
み
な
る
に
、
只た是
だ
天
下
の
人
、
它
を
奈い
か
ん何
と
も
せ
ず
。
蓋
し
它
、
平
生
、
許
多
の
事
の

計
較
す
る
無
き
が
為
に
、
所
以
に
横
拈
倒
用
し
て
、
大
自
在
を
得
。
如
今
の
人
、
理
会
し
得
ず
し
て
、
只ひ
た

管す
ら

に
道
く
、「
趙
州
は
答
話
せ
ず
、

人
の
為
に
説
か
ず
」
と
。
殊
に
知
ら
ず
、
当
面
に
蹉す
れ

過ち
が

い
却お
わ

れ
る
を
。

﹇
日
訳
﹈

　

こ
の
人
は
度
胸
の
あ
る
宗
師
で
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
屁
理
屈
を
こ
ね
ず
、
ひ
た
す
ら
に
本
来
の
立
場
で
接
化
す
る
。
だ
か
ら
彼
は
「
罵

る
な
ら
好
き
な
だ
け
罵
れ
、
唾
を
か
け
る
な
ら
ざ
ん
ぶ
り
と
や
れ
」
と
言
う
の
だ
。
彼
が
行
脚
し
て
い
た
お
り
に
は
、
普
段
か
ら
棒
喝
を

用
い
ず
、
た
だ
あ
た
り
ま
え
の
言
葉
を
使
う
だ
け
だ
っ
た
が
、
天
下
の
人
は
彼
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
思
う
に
、
彼
に
は

あ
れ
こ
れ
の
思
い
は
か
り
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
縦
横
に
発
揮
し
て
自
由
自
在
だ
っ
た
の
だ
。
近
ご
ろ
の
人
は
こ
れ
が
分
か
ら
ず
、
た
だ

「
趙
州
は
答
え
な
か
っ
た
、
説
明
し
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
ば
か
り
言
う
。
ま
っ
た
く
、
す
れ
違
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
分
か
っ
て
い
な
い
。
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﹇
注
釈
﹈

○
一
向
以
本
事
接
人
＝
「
本
事
」、
張
本
に
「
本
分
事
」
に
作
る
。

○
相
罵
饒
你
接
觜
，
相
唾
饒
你
潑
水
＝
罵
り
た
け
れ
ば
好
き
な
よ
う
に
罵
れ
、
唾
を
か
け
た
い
の
な
ら
、
ぶ
っ
か
け
る
く
ら
い
ま
で
や
っ

て
よ
い
。
言
い
た
い
だ
け
好
き
な
よ
う
に
言
え
ば
い
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
趙
州
自
身
の
言
葉
で
あ

り
、『
趙
州
録
』
巻
上
に
出
る
。「
問
う
、『
万
物
の
中
、
何
物
か
最
も
堅
し
。』
師
云
く
、『
相
い
罵
る
は
汝
の
觜
く
ち
ば
しを
接
ぐ
を
饒ゆ
る

し
、
相
い

唾つ
ば
きす
る
は
汝
の
水
を
潑そ
そ

ぐ
を
饒
す
。』」（『
古
尊
宿
語
要
』
巻
一
、『
禅
学
叢
書
』
之
一
、
三
二
頁
上
）。

○
説
它
行
脚
時
，
平
生
不
用
棒
喝
，
唯
以
尋
常
語
言
，
只
是
天
下
人
不
奈
它
何
＝
「
説
」
は
張
本
に
無
し
。
あ
る
い
は
衍
字
か
。
圜
悟
は

日
頃
か
ら
趙
州
に
対
し
て
こ
れ
と
同
様
の
評
価
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
大
慧
語
録
』
巻
一
六
「
傅
経
幹
請
普
説
」、「
所
以
に
圜

悟
先
師
説い
わ

く
、『
趙
州
禅
は
只
だ
口
脣
皮
上
に
在
り
て
、
他か
れ

を
奈い
か
ん何
と
も
し
難
し
。
善よ

く
兵
を
用
い
る
者
の
、
糧
を
齎も
た
らさ
ず
し
て
行
き
、

爾な
ん
じの
水
草
糧
食
に
就
き
、
又
た
爾
を
殺
し
了
れ
る
が
如
し
。』」（
Ｔ
四
七
・
八
七
九
中
）。

○
蓋
為
它
平
生
無
許
多
事
計
較
＝
「
事
」、
張
本
に
無
し
。

【
頌
】【
著
語
】

頌
‥
至
道
無
難
，〔
三
重
公
案
。〕

言
端
語
端
。〔
魚
行
水
濁
。
／
七
花
八
裂
。
／
又
茶
糊
也
。〕

一
有
多
種
，〔
一
般
。
／
打
葛
藤
作
什
广
？
〕
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二
無
両
般
。〔
何
堪
四
五
六
七
？
／
又
有
什
广
了
期
？
〕

天
際
日
上
月
下
，〔
覿
面
相
呈
。
／
頭
上
漫
漫
，
脚
下
也
漫
漫
。〕

檻
前
山
深
水
寒
。〔
一
死
更
不
再
活
。
／
還
覚
寒
毛
卓
竪
广
？
〕

髑
髏
識
尽
喜
何
立
，〔
棺
木
裏
瞠
眼
。
／
与
盧
行
者
同
参
。〕

枯
木
龍
吟
消
未
乾
。〔
咄
。
／
達
广
游
唐
土
。
／
枯
木
再
生
花
。〕

難
！ 

難
！
〔
邪
法
難
扶
。
／
到
一
説
。
／
者
裏
是
什
广
処
所
，
説
難
説
易
？
〕

揀
択
明
白
君
自
看
！ 〔
将
謂
別
有
人
，
頼
値
自
看
。
／
不
干
山
僧
事
。
／
瞎
。
／
還
有
不
難
底
广
？ 

便
打
。〕

﹇
訓
読
﹈

頌
、
至
道
難
き
こ
と
無
し
、〔
三
重
の
公
案
。〕

言
端
語
端
。〔
魚
行
け
ば
水
濁
る
。
／
七
花
八
裂
。
／
又
た
茶
糊
せ
り
。〕

一
に
多
種
有
り
、〔
一
般
。
／
葛
藤
を
打
し
て
什な

麼に

を
か
作
さ
ん
。〕

二
に
両
般
無
し
。〔
何
ぞ
堪
え
ん
四
五
六
七
。
／
又
た
什な

麼ん

の
了
期
か
有
ら
ん
。〕

天
際
に
日
上
り
月
下
り
、〔
覿
面
に
相
い
呈
す
。
／
頭
上
漫
漫
、
脚
下
も
也
た
漫
漫
。〕

檻
前
に
山
深
く
水
寒
し
。〔
一
た
び
死
し
て
更
に
再
び
は
活
き
ず
。
／
還は

た
寒
毛
の
卓
竪
す
る
を
覚
ゆ
る
か
。〕

髑
髏
識
尽
き
て
喜
何
ぞ
立
た
ん
、〔
棺
木
の
裏う
ち

に
眼
を
瞠み
は

る
。
／
盧ろ

行あ
ん

者じ
ゃ

と
同
参
た
り
。〕

枯
木
の
龍
吟
、
消
ゆ
る
も
未
だ
乾か
わ

か
ず
。〔
咄
。
／
達
摩
、
唐
土
に
游
ぶ
。
／
枯
木
に
再
び
花
を
生
ず
。〕
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難
し
！ 

難
し
！
〔
邪
法
扶た
す

け
難
し
。
／
到
一
説
。
／
者こ

裏こ

は
是
れ
什な

麼ん

の
処と
こ
ろ所
に
し
て
か
、
難
と
説い

い
易
と
説い

う
。〕

揀
択
と
明
白
と
、
君
自
ら
看
よ
。〔
別
に
人
有
り
と
将お

謂も

い
し
に
、
頼
さ
い
わ
いに
自
ら
看
る
に
値あ

う
。
／
山
僧
の
事
に
干あ
ず

か
ら
ず
。
／
瞎
。
／
還は

た
難
か
ら
ざ
る
底
有
ら
ん
。
便
ち
打
つ
。〕

﹇
日
訳
﹈ 

最
高
の
道
は
難
し
く
な
い
。〔
三
重
の
咎
。〕

言
葉
は
そ
の
端
緒
で
あ
る
。〔
魚
が
泳
げ
ば
水
は
濁
る
。
／
バ
ラ
バ
ラ
。
／
ま
た
目
を
く
ら
ま
せ
る
。〕

一
に
多
種
あ
り
、〔
同
じ
こ
と
。
／
余
計
な
こ
と
を
言
っ
て
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。〕

二
に
両
様
は
な
い
。〔
四
、
五
、
六
、
七
な
ぞ
も
っ
て
の
ほ
か
。
／
い
つ
に
な
っ
た
ら
終
わ
る
こ
と
や
ら
。〕

天
の
果
て
に
、
日
は
昇
り
月
は
沈
み
、〔
あ
り
あ
り
と
示
し
て
い
る
。
／
頭
上
に
も
、
足
元
に
も
広
が
っ
て
い
る
。〕

欄
干
の
前
に
、
山
は
深
く
水
は
冴
え
る
。〔
死
ん
だ
ま
ま
で
生
き
返
ら
ぬ
。
／
鳥
肌
が
立
つ
の
が
分
か
る
か
。〕

髑
髏
に
は
意
識
が
絶
え
て
、
喜
び
は
起
こ
ら
な
い
が
、〔
棺
桶
に
入
っ
て
ま
で
目
を
開
け
る
。
／
六
祖
と
同
参
だ
。〕

枯
木
の
龍
吟
は
、
い
ま
だ
消
え
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。〔
こ
ら
。
／
達
摩
は
ち
ゃ
ん
と
中
国
に
来
て
い
た
。
／
枯
木
に
花
が
咲
い
た
ぞ
。〕

難
し
い
！ 

難
し
い
！
〔
い
か
さ
ま
な
や
り
方
は
支
え
き
れ
ん
。
／
逆
か
ら
述
べ
た
。
／
こ
こ
に
は
「
難
」
も
「
易
」
も
無
い
ぞ
。〕

揀
択
か
明
白
か
、
そ
の
目
で
見
て
取
れ
。〔
人
が
見
て
く
れ
る
の
か
と
思
い
き
や
、
折
よ
く
自
分
で
看
る
こ
と
が
で
き
た
。
／
ワ
シ
に
は

か
か
わ
り
な
い
。
／
め
く
ら
め
。
／
難
し
く
な
い
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
一
打
ち
。〕
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﹇
注
釈
﹈【
頌
】

○
言
端
語
端
＝
本
則
の
「
才
か
に
語
言
有
ら
ば
、
是
れ
揀
択
、
是
れ
明
白
」
を
反
転
し
、
言
語
が
「
至
道
」
の
「
端
」、
つ
ま
り
現
れ
で

あ
る
と
す
る
。

○
髑
髏
識
尽
喜
何
立
，
枯
木
龍
吟
消
未
乾
＝
典
故
は
【
頌
評
唱
三
】
を
参
照
。
た
だ
し
「
髑
髏
識
尽
喜
何
立
」
の
一
句
は
『
荘
子
』
至
楽

篇
を
踏
ま
え
る
か
。「
髑
髏
曰
く
、『
死
は
、
上
に
君
無
く
、
下
に
臣
無
く
、
亦ま

た
四
時
の
事
無
し
。
従
然
と
し
て
天
地
を
以
て
春
秋
と
為

す
。
南
面
の
王
の
楽
と
雖
も
、
過
ぐ
る
能
わ
ざ
る
な
り
。』」（『
荘
子
集
釈
』、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
、
六
一
九
頁
）。「
龍
吟
」
は
偉
大

な
音
、
生
気
あ
る
音
の
表
象
で
、
静
ま
り
き
っ
た
「
枯
木
」
と
対
照
的
な
イ
メ
ー
ジ
。『
文
選
』
張
衡
「
帰
田
賦
」、「
爾
し
て
乃
ち
龍
、

方
沢
に
吟
じ
，
虎
、
山
丘
に
嘯
す
。」
李
善
注
、「
己お
の
れの
従
容
と
し
て
吟
嘯
し
、
龍
虎
に
類
す
る
を
言
う
。」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八

六
、
六
九
三
頁
）。『
易
』
乾
・
文
言
、「
雲
は
龍
に
従
い
、
風
は
虎
に
従
う
。」
孔
穎
達
疏
、「
龍
は
是
れ
水
畜
、
雲
は
是
れ
水
気
、
故
に

龍
吟
ず
れ
ば
則
ち
景
雲
出
ず
。
是
れ
雲
、
龍
に
従
う
な
り
。」（
中
華
書
局
影
印
『
十
三
経
注
疏
』
本
、
一
六
頁
中
）。

﹇
注
釈
﹈【
著
語
】

○
三
重
公
案
＝
三
重
の
罪
。
本
来
言
葉
に
で
き
な
い
「
至
道
」
を
「
至
道
無
難
」
と
言
語
化
す
る
こ
と
自
体
が
過
ち
で
あ
る
。
こ
の
過
ち

を
、
僧
璨
、
趙
州
に
つ
づ
き
、
雪
竇
も
犯
し
た
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
三
・
福
昌
善
章
、「
僧
有
り
、
自
ら
映
達
摩
と
号
す
。
纔わ
ず

か
に
方

丈
に
入
る
や
、
坐
具
を
提
起
し
て
曰
く
、『
展
ぜ
ば
即
ち
法
界
を
遍
周
し
、
展
ぜ
ざ
れ
ば
即
ち
賓
主
分
か
た
ず
。
展
ず
る
が
即
ち
是
か
、

展
ぜ
ざ
る
が
即
ち
是
か
。』
善
曰
く
、『
汝
、
平
地
に
喫つ
ま
づ交
き
了お
わ

れ
り
。』
映
曰
く
、『
明
眼
の
尊
宿
、
果は

然た

し
て
有
る
な
り
。』
善
便
ち
打
つ
。
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映
曰
く
、『
拄
杖
を
奪
い
て
和
尚
を
打
ち
倒
す
も
、
道
わ
ず
と
言
う
莫
れ
。』
善
曰
く
、『
棺
木
裏
に
眼
を
瞠み
は

る
漢お
と
こ、
且
く
坐
し
て
茶
を
喫

せ
よ
。』
茶
罷お

わ
り
、
映
、
前す
す

み
て
白も
う

し
て
曰
く
、『
適さ
き

来ほ
ど

は
容か
る
は
ず
み易に
し
て
、
和
尚
に
触さ
か
ら忤
え
り
。』
善
曰
く
、『
両
重
の
公
案
、
罪
は
重
ね

て
科
せ
ず
。』
便
ち
喝
し
て
之
を
去
ら
し
む
。」（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
五
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
、

三
九
頁
上
）。
葉
夢
得
『
避
暑
録
話
』
巻
三
、「
仏
氏
、
持
律
を
論
ず
る
に
、
牆か
き

を
隔
て
て
釵さ
い

釧せ
ん

の
声
を
聞
く
を
以
て
破
戒
と
為
す
。
人
、

之
を
疑
う
こ
と
久
し
。
…
…
夫そ

れ
淫
坊
酒
肆
は
皆
な
是
れ
道
場
、
内
外
牆
壁
は
初は
じ

め
よ
り
誰
ぞ
限へ

隔だ

て
ん
。
此
の
耳
は
本
よ
り
何
の
所
在

ぞ
。
今
、
牆か
き

有
り
て
隔へ
だ

て
を
為
す
と
見
る
は
是
れ
一
重
の
公
案
、
声
の
釵
釧
為
る
を
知
る
は
是
れ
一
重
の
公
案
、
…
…
」（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
二
、
一
四
二
頁
）。

○
魚
行
水
濁
＝
語
は
本
則
著
語
に
既
出
。「
言
語
が
真
理
の
端
緒
で
あ
る
」
と
す
る
雪
竇
の
立
場
を
も
う
一
度
反
転
し
、
言
葉
を
使
え
ば

や
は
り
跡
が
残
る
と
す
る
。

○
七
花
八
裂
＝
ば
ら
ば
ら
だ
。
本
来
全
一
な
る
「
至
道
」
が
言
葉
の
た
め
に
分
裂
し
て
い
る
。

○
又
茶
糊
也
＝
「
言
葉
が
真
理
の
端
緒
だ
」
と
は
、
修
行
者
の
目
を
く
ら
ま
せ
る
物
言
い
だ
。「
茶
糊
」
は
第
一
則
【
本
則
評
唱
六
】
に

既
出
。

○
一
般
＝
張
本
に
「
只
一
般
」
と
す
る
。
一
様
で
あ
る
。「
一
に
多
が
あ
る
」
と
す
る
雪
竇
に
対
し
、「
多
種
」
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
結
局
み

な
同
じ
、
と
切
り
返
す
。

○
打
葛
藤
作
什
广
＝
「
一
に
多
が
あ
る
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮
は
言
葉
の
遊
び
で
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
無
駄
口
を
た
た
い
て

ど
う
す
る
の
か
。
張
本
で
は
、
こ
の
後
の
「
又
有
什
广
了
期
」
と
こ
の
「
打
葛
藤
作
什
广
」
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

○
何
堪
四
五
六
七
＝
二
に
両
様
が
な
い
の
だ
か
ら
、
四
、
五
、
六
、
七
な
ど
全
く
駄
目
だ
。
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○
又
有
什
广
了
期
＝
雪
竇
は
絶
対
（
一
、
無
両
般
）
と
相
対
（
多
種
、
二
）
が
相
即
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
あ
っ
ち
の
立
場
か
ら
言
い
、
こ
っ
ち
の
立
場
か
ら
言
う
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
み
て
も
、
ケ
リ
の
つ
く
時
は
来
な
い
。

○
覿
面
相
呈
＝
「
天
の
果
て
に
日
が
昇
り
月
が
沈
む
」
と
い
う
自
然
の
あ
り
よ
う
は
、
真
理
の
消
息
を
目
の
当
た
り
に
提
示
し
て
い
る
。

○
頭
上
漫
漫
，
脚
下
也
漫
漫
＝
真
如
が
至
る
所
に
広
が
り
み
な
ぎ
っ
て
い
る
さ
ま
。
天
地
に
真
理
が
充
満
し
て
い
る
。
前
の
著
語
と
同
趣

旨
。『
睦
州
和
尚
語
録
』
上
堂
対
機
、「
座
主
有
り
て
問
う
、『
三
乗
十
二
分
教
は
某そ
れ

甲が
し

粗ほ

ぼ
知
る
。
未い
ぶ
か審
し
宗
門
の
事
、
乞
う
師
、
提
綱

せ
ら
れ
よ
。』
師
云
く
、『
宗
門
の
事
を
問
著
す
。
什な

麼ん

の
道い

い
難
き
こ
と
か
有
ら
ん
。
恰あ
た
かも
老
僧
の
鼻
孔
に
問
著
す
。
你
の
頭
上
に
漫
漫
、

脚
下
に
漫
漫
た
り
。
教
家
喚
び
て
什な

麼ん

と
か
作
す
。』
主
云
く
、『
教
家
に
這
箇
の
意
旨
無
し
。』
師
拄
杖
を
以
て
趁お

う
。」（『
古
尊
宿
語
要
』

巻
一
、『
禅
学
叢
書
』
之
一
、
一
九
頁
下
）。『
圜
悟
語
録
』
巻
二
、「
上
堂
、
僧
問
う
、『
一
雨
普
く
滋う
る
おす
。
還は

た
仏
法
有
り
や
。』
師
云
く
、

『
全
て
他か

の
力
を
承う

く
。』
進
み
て
云
く
、『
頭
上
漫
漫
、
脚
下
漫
漫
に
な
り
去
れ
り
。』
師
云
く
、『
也
た
須
ら
く
乾
剝
剝
に
し
て
始
め
て

得よ

し
。』」（
Ｔ
四
七
・
七
一
九
下
）。

○
一
死
更
不
再
活
＝
一
た
び
死
ん
で
、
生
き
返
る
こ
と
が
な
い
。
静
ま
り
返
っ
た
境
地
に
安
住
し
て
、
活
き
た
作
略
を
失
っ
て
し
ま
う
こ

と
。
自
然
の
あ
り
よ
う
が
そ
の
ま
ま
で
真
理
を
表
す
と
い
う
「
無
事
禅
」
の
境
地
に
は
ま
り
込
め
ば
、
活
き
た
は
た
ら
き
を
失
う
こ
と
に

な
る
。『
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
、「
清
峰
、
雪
峰
を
辞
す
。
問
う
、『
甚い
ず
く処
に
か
去ゆ

く
。』
清
峰
云
く
、『
者こ

の
漢
を
識
得
せ
ば
、
即
ち
去

処
を
知
る
。』
雪
云
く
、『
儞な

ん
じは
是
れ
了
事
の
人
、
乱
り
に
走
り
て
什な

麼に

か
作せ

ん
。』
別
し
て
云
く
、『
西
天
に
て
は
斬
頭
截
臂
す
。』
清
峰

当
時
云
く
、『
和
尚
、
人
を
塗
汚
す
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。』
雪
云
く
、『
我
は
即
ち
儞
を
塗
汚
す
。
儞
道
え
、
古
人
の
布
毛
を
吹
く
は

作い

麼か

生ん

。』
清
峰
云
く
、『
残
羹
餿
飯
、
已
に
人
有
り
て
喫く
ら

い
了
れ
り
。』
雪
峰
休
し
去
る
。
師
、
雪
峰
の
語
を
出
し
て
云
く
、『
一
た
び
死

し
て
更
ら
に
再
び
活
き
ず
。』」（
Ｔ
四
七
・
六
九
七
上
）。
ま
た
し
ば
し
ば
、
妄
念
を
打
ち
消
す
こ
と
を
「
一
た
び
死
す
」
と
表
現
し
、
そ
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の
う
え
で
再
び
生
き
返
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
る
。『
一
夜
碧
巌
』
第
四
一
則
・
本
則
、「
挙
す
。
趙
州
、
投
子
に
問
う
、『
大
死
底

の
人
、
却
っ
て
活
く
る
時
は
如い
か
ん何
。』
投
子
云
く
、『
夜
行
を
許
さ
ず
、
投
明
に
は
須
ら
く
到
る
べ
し
。』」
同
評
唱
、「
大
死
底
の
人
は
、

都み

な
仏
法
道
理
、
玄
妙
、
得
失
、
是
非
、
長
短
無
し
。
多
く
人
有
り
て
這
裏
に
到
り
て
只
だ
恁か
く
の
ご
と麼く
休
し
去
る
。
古
人
、
之
を
平
地
上
に

死
人
無
数
と
謂
う
。
荊
棘
林
を
過
得
す
る
者
は
好
手
。
…
…
須す
べ
か是
ら
く
大
死
一
番
し
、
却
っ
て
活
き
て
始
め
て
得
し
。
浙
中
永
安
（
張
本

に
「
永
光
」、『
景
徳
伝
灯
録
』
で
「
蘇
州
永
光
院
真
禅
師
」
の
語
と
す
る
）
道
く
、『
言
鋒
若
し
差た
が

わ
ば
、
郷
関
万
里
。
直じ
き

に
須
ら
く
懸

崖
よ
り
手
を
撒は
な

し
、
自
ら
肯
っ
て
承
当
す
べ
し
。
絶
し
し
後
に
再
び
甦
よ
み
が
えら
ば
、
君
を
欺あ
ざ
むく
こ
と
を
得
ず
。
非
常
の
旨
、
人
焉い
ず
くん
ぞ
廋か
く

さ
ん

や
。』」（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
七
八
―
一
八
〇
頁
）。
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
三
「
剖
大
師
請
普
説
」、「
決
し
て
生
死
を
出
離
す
る
を
要

す
。
須す
べ
か是
ら
く
来
る
に
先
鋒
と
為
り
、
去
る
に
殿
後
と
為
る
底
の
第
八
識
を
把も
っ

て
断
一
刀
、
死
一
死
し
了お

わ
り
、
然
る
後
却か
え

っ
て
活
く
べ

し
。
若
し
一
た
び
死
し
て
再
び
活
き
ざ
れ
ば
、
荒
草
裏
に
堕
在
し
、
為
人
す
る
を
得
ず
。
何
ぞ
況
や
妙
悟
を
求
め
ず
、
只
だ
硬
休
硬
歇
を

要
し
て
便
ち
本
分
事
に
当
て
る
を
や
。」（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
二
六
六

頁
下
―
二
六
七
頁
上
）。

○
還
覚
寒
毛
卓
竪
广
＝
「
寒
毛
」
は
う
ぶ
毛
。
水
の
寒
さ
が
身
に
し
み
て
わ
か
っ
て
い
る
か
。
こ
の
一
句
は
な
お
ざ
り
な
も
の
で
は
な
い

ぞ
、
と
聴
衆
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
張
本
『
碧
巌
録
』
第
七
七
則
・
本
則
評
唱
、「
這こ

の
僧
雲
門
に
問
う
、『
如い

何か

な
る
か
是
れ
超
ち
ょ
う

仏ぶ
つ

越お
っ

祖そ

の
談
。』
門
云
く
、『
餬
餅
。』
還
た
寒
毛
の
卓
竪
す
る
を
覚
ゆ
る
か
。
…
…
雲
門
は
是
れ
作
家
な
れ
ば
、
便
ち
水
長み
な
ぎれ
ば
船
高
く
、
泥
多

け
れ
ば
仏
大
な
り
て
、
便
ち
答
え
て
道
く
、『
餬
餅
』
と
。
謂
い
つ
べ
し
、
道
虚
し
く
は
行
わ
れ
ず
、
功
浪み
だ

り
に
は
施
さ
ず
と
。」（
Ｔ
四
八
・

二
〇
四
中
）。

○
棺
木
裏
瞠
眼
＝
「
棺
桶
の
中
で
目
を
見
開
く
」
と
は
、「
往
生
際
が
悪
い
」、「
余
計
な
こ
と
を
す
る
」
等
の
意
の
俗
語
。「
髑
髏
識
尽
喜
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何
立
」
の
寂
滅
の
境
地
で
目
を
見
開
け
ば
、
か
え
っ
て
余
計
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
上
文
【
頌
】【
著
語
】「
三
重
公
案
」
の
注
に
引

く
『
禅
林
僧
宝
伝
』
の
用
例
を
参
照
。
ま
た
、
以
下
は
「
余
計
な
こ
と
を
す
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
九
・

雲
門
章
、「
師
上
堂
し
て
云
く
、『
諸
和
尚
子
、
饒た
と

い
你
、
什な

麼ん

の
事
か
有
ら
ん
と
道
う
も
、
猶
お
是
れ
頭
上
に
頭
を
著
け
、
雪
上
に
霜
を

加
え
、
棺
木
裏
に
眼
を
棖み
は

り
、
炙
瘡
盤
上
に
艾
を
著つ

け
て
燋こ

が
す
。」（
禅
文
研
本
、
三
八
四
頁
上
）。

○
与
盧
行
者
同
参
＝
「
盧ろ

行あ
ん

者じ
ゃ

」
は
六
祖
慧
能
の
こ
と
。
唐
代
の
禅
僧
南
泉
普
願
は
こ
の
「
盧
行
者
」
を
、「
仏
法
」
と
い
う
知
解
を
滅

し
「
道
」
を
体
得
し
た
者
と
す
る
。『
南
泉
語
要
』
に
付
す
跋
文
な
ど
か
ら
は
、
圜
悟
も
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
髑
髏

識
尽
き
て
喜
何
ぞ
立
た
ん
」
と
は
、
知
解
を
滅
却
し
き
っ
た
慧
能
と
同
じ
境
地
で
あ
る
。『
南
泉
語
要
』、「
只た
と
え如
ば
五
祖
会
下
の
四
百
九

十
九
人
は
尽
く
仏
法
を
会
す
。
惟
だ
盧
行
者
一
人
有
り
て
仏
法
を
会
せ
ず
。
只
だ
道
を
会
し
て
、
別
事
を
会
せ
ず
。」
圜
悟
の
跋
に
い
う
、

「
王
老
師
は
真
に
道
を
体
す
る
者
な
り
。…
…
是
の
故
に
盧
行
者
の
仏
法
を
会
せ
ず
、只た是
だ
道
を
体
し
、所
以
に
衣
鉢
を
得
る
を
発
明
す
。」

（『
古
尊
宿
語
要
』
巻
一
、『
禅
学
叢
書
』
之
一
、
七
頁
下
お
よ
び
一
〇
頁
上
）。
た
だ
し
こ
の
境
地
は
、
そ
の
前
の
「
一
死
更
不
再
活
」
と

は
異
な
る
。『
圜
悟
語
録
』
巻
一
二
の
小
参
で
は
「
大
死
底
の
人
、
活
き
得
て
起
来
」
す
る
こ
と
の
例
と
し
て
「
盧
行
者
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
慧
能
の
「
不
会
仏
法
」
が
、
そ
こ
か
ら
「
生
き
返
る
」
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
圜
悟
語
録
』
巻
一
二
、「
会
せ
ん
と
要ほ
っ

す
る
か
。
直じ

是き

に
一
念
不
生
に
し
て
、
方は
じ

め
て
少
分
の
相
応
有
り
。
所ゆ

以え

に
先
師
道い

う
、『
直じ
き

に

須す
べ
か是
ら
く
命
み
ょ
う

根こ
ん

断
じ
て
始
め
て
得よ

し
』
と
。
且し
ば
らく
道い

え
、
如い

何か

な
る
か
是
れ
命
根
断
。
須す
べ
か是
ら
く
従
前
の
知
見
、
種
種
の
解
会
を
打
畳
し
、

一
に
大
死
底
の
人
、
活
き
得
て
起
来
す
る
が
似ご
と

く
し
て
、
自
然
に
無
諍
な
り
。
所ゆ

以え

に
道
う
、『
我
、
無
諍
三
昧
を
得
て
、
人
中
に
最
も

第
一
為た

り
』
と
。
見
ず
や
、
南
泉
和
尚
道
く
、『
黄
梅
の
七
百
高
僧
、
尽
く
是
れ
仏
法
を
会
す
る
底
な
り
。
只
だ
盧
行
者
一
人
有
り
て
仏

法
を
会
せ
ず
。
所
以
に
他
の
衣
盂
を
得
。』
須
ら
く
是
れ
恁か
く
の
ご
と麼き
人
に
し
て
始
め
て
恁か
く
の
ご
と麼き
事
に
契か
な

う
。」（
Ｔ
四
七
・
七
六
九
中
―
下
）。
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○
達
广
游
唐
土
＝
達
摩
は
や
っ
ぱ
り
ち
ゃ
ん
と
中
国
に
や
っ
て
き
て
い
た
の
だ
。「
祖
師
西
来
」
は
達
摩
に
よ
っ
て
禅
が
中
国
に
伝
え
ら

れ
た
こ
と
を
表
す
が
、
時
に
こ
れ
を
反
転
し
て
、「
達
摩
が
い
ま
だ
来
な
い
時
」、
あ
る
い
は
「
達
摩
は
中
国
に
来
て
い
な
い
」
が
、
中
国

に
も
本
来
的
普
遍
的
に
仏
法
が
存
在
す
る
の
だ
、
と
主
張
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
も
じ
っ
て
「
達
摩
は
や
っ
ぱ
り

中
国
に
法
を
伝
え
て
い
た
の
だ
、
達
摩
の
法
は
あ
っ
た
の
だ
」
と
言
う
。
頌
の
前
句
「
髑
髏
識
尽
喜
何
立
」
の
寂
滅
と
は
対
照
的
に
、「
枯

木
龍
吟
消
未
乾
」
は
そ
こ
か
ら
再
び
仏
性
が
働
き
だ
す
こ
と
を
表
す
。
こ
れ
に
対
し
、「
あ
あ
、
達
摩
の
法
は
や
は
り
あ
っ
た
の
だ
」
と

い
う
感
嘆
を
述
べ
る
も
の
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
八
・
玄
沙
章
、「
異
日
、
雪
峰
召め

し
て
曰
く
、『
備
頭
陀
、
何
ぞ
遍
参
し
去
ら
ざ
る
。』

師
曰
く
、『
達
磨
、
東
土
に
来
た
ら
ず
、
二
祖
、
西
天
に
往
か
ず
。』
雪
峰
之
を
然
り
と
す
。」（
禅
文
研
本
、
三
四
九
頁
）。『
圜
悟
心
要
』

巻
下
「
示
中
竦
知
蔵
」、「
道
う
を
見
ず
や
、
二
祖
、
西
天
に
往
か
ず
、
達
磨
、
東
土
に
来
ら
ず
、
と
。
人
の
与た
め

に
縛
を
去
り
黏
を
解
き
、

屑
（
楔
と
同
音
）
を
拔
き
釘
を
抽
く
。
正
に
密
室
中
に
在
り
て
は
、
実
法
を
将
っ
て
人
を
繋
し
ば
り

綴つ
け

ず
。
頭
従よ

り
伊か
れ

の
与た
め

に
槌た
た

き
将も

ち
去ゆ

く
。」

（
Ｚ
一
二
〇
・
七
八
〇
上
）。
小
川
隆
「
西
来
無
意
―
―
禅
宗
与
仏
教
本
土
化
」（
方
立
天
・
末
木
文
美
士
主
編
『
東
亜
仏
教
研
究
』
第
二

輯
「
仏
教
本
土
化
研
究
」、
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
三
）、
同
『
語
録
の
こ
と
ば
―
唐
代
の
禅
』
第
一
部
「
祖
師
西
来
意
」、「
西
来
無

意
」（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。

○
枯
木
再
生
花
＝
枯
れ
木
に
再
び
花
が
咲
く
。「
一
た
び
死
し
て
再
び
活
き
た
」
境
地
。

○
邪
法
難
扶
＝
ひ
と
つ
の
立
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
避
け
、
さ
ま
ざ
ま
に
角
度
を
変
え
な
が
ら
、
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
言
葉

を
重
ね
る
雪
竇
の
や
り
方
を
「
邪
法
」
と
し
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
手
法
も
と
う
と
う
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
ち
ゃ
か
す
。

○
到
一
説
＝
正
し
く
は
「
倒
一
説
」、『
雲
門
広
録
』
に
出
る
。『
雪
竇
頌
古
』『
碧
巌
録
』
で
は
第
一
四
則
「
対
一
説
」
と
対
比
す
る
か
た

ち
で
、
第
一
五
則
に
収
録
さ
れ
る
。『
一
夜
碧
巌
』
第
一
五
則
・
本
則
、「
挙
す
。
僧
、
雲
門
に
問
う
、『
是
れ
目
前
の
機
な
ら
ず
、
亦ま

た
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目
前
の
事
に
非
ざ
る
時
、
如い
か
ん何
。』
雲
門
云
く
、『
倒
一
説
。』」（
大
拙
校
訂
本
、
上
六
八
―
六
九
頁
）。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
当
時
よ
り
種
々

の
解
釈
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
も
の
は
な
い
。
い
ま
は
以
下
の
『
禅
林
方
語
』
の
説
に
従
い
、「
反
面
か
ら
の
解
説
」
と

取
る
。
雪
竇
の
頌
が
こ
れ
ま
で
「
無
難
」
な
る
「
至
道
」
を
あ
れ
こ
れ
と
解
説
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
反
対
に
「
言
い
難
い
も
の
」
と

し
て
い
る
こ
と
を
評
す
。
道
忠
『
禅
林
方
語
』、「
倒
一
説
。
有
を
見
て
無
と
道
い
、
無
を
見
て
有
と
道
う
。」（『
禅
語
辞
書
類
聚
』、
禅
文

化
研
究
所
、
一
九
九
一
、
五
五
頁
下
）。

○
者
裏
是
什
广
処
所
，
説
難
説
易
＝
「
至
道
」
を
「
難
」「
不
難
」
と
い
う
限
定
し
た
形
容
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
臨
済
録
』

勘
弁
、「
師
一
日
、
普
化
と
同と
も

に
施
主
家
の
斎
に
赴
く
次つ
い

で
、
師
問
う
、『
毛
は
巨
海
を
吞
み
、
芥
は
須
弥
を
納い

る
と
。
為は是
た
神
通
妙
用

な
り
や
、
本
体
如
然
な
り
や
。』
普
化
、
飯
牀
を
踏
倒
す
。
師
云
く
、『
太
麤
生
。』
普
化
云
く
、『
這
裏
は
是
れ
什な

麼ん

の
所
在
に
し
て
か
、

麤
と
説
き
細
と
説
く
。』」（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
、
一
五
四
頁
）。

○
将
謂
別
有
人
，
頼
値
自
看
＝
雪
竇
の
言
う
「
自
ら
看
よ
」
を
肯
定
的
に
捉
え
る
。
最
後
の
と
こ
ろ
は
自
分
で
看
る
し
か
な
い
。『
景
徳

伝
灯
録
』
巻
七
・
盤
山
章
、「
真
如
凡
聖
は
皆
な
是
れ
夢
言
、
仏
及
び
涅
槃
は
並な
ら

び
に
増
語
為た

り
。
禅
徳
、
且し
ば
らく
須
ら
く
自
ら
看
る
べ
し
、

人
の
替か

代わ

る
も
の
無
し
。」（
禅
文
研
本
、
一
〇
七
頁
下
。
入
矢
義
高
監
修
、
景
徳
伝
灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録
』
三
、
禅
文
化
研
究

所
、
一
九
九
三
、
三
五
―
三
九
頁
参
照
）。【
頌
評
唱
四
】
を
参
照
。

○
不
干
山
僧
事
＝
「
看
る
」
の
は
君
自
身
で
あ
っ
て
、
私
と
は
関
わ
り
合
い
が
な
い
。
君
に
見
さ
せ
る
こ
と
も
、
君
の
代
わ
り
に
見
て
や

る
こ
と
も
で
き
な
い
。

○
瞎
＝
「
自
分
で
看
ろ
」
と
読
者
に
丸
投
げ
す
る
と
は
、
雪
竇
自
身
は
も
の
が
看
え
て
い
な
い
め
く
ら
で
あ
る
、
と
揶
揄
す
る
言
葉
（
岩

波
文
庫
『
碧
巌
録
』、
上
六
一
頁
、『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』、
上
五
一
頁
参
照
）。
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○
還
有
不
難
底
广
？ 

便
打
＝
こ
の
句
、
張
本
お
よ
び
『
雪
竇
頌
古
』
に
無
し
。『
不
二
鈔
』
で
は
、
福
本
に
「
還
有
不
難
底
麼
」
の
六
字

が
あ
り
、
こ
れ
に
は
著
語
が
な
い
、
と
言
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
句
を
雪
竇
の
語
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
還
有
不
難
底
广
」

ま
で
を
圜
悟
の
著
語
、「
便
打
」
を
圜
悟
の
動
作
と
と
る
。

【
頌
評
唱
一
】 

頌
‥
「
至
道
無
難
，
言
端
語
端
。」
雪
豆
知
它
落
処
，
所
以
如
此
頌
。「
至
道
無
難
」，
随
後
便
道
‥
「
言
端
語
端
」，
挙
一
隅
不
以
三
隅
反
； 

雪
豆
道
‥
「
一
有
多
種
，
二
無
両
般
」，
以
三
隅
反
一
。
你
且
道
什
广
処
是
他
言
端
語
端
処
？ 

為
什
广
一
却
有
多
種
，
二
却
無
両
般
？ 

若

不
具
眼
，
向
什
广
処
摸
索
？ 

若
透
得
這
両
句
，
古
人
道
‥
「
打
成
一
片
，
依
旧
見
山
是
山
，
水
是
水
，
天
是
天
，
地
是
地
。
有
時
喚
天

作
地
，
有
時
喚
地
作
天
，
山
不
是
山
，
水
不
是
水
。」
畢
竟
作
广
生
得
平
穏
去
？ 

風
来
樹
動
，
浪
起
船
高
，
春
生
夏
長
，
秋
收
冬
蔵
，
一

種
平
懐
，
泯
然
自
尽
。
此
四
句
頌
，
絶
了
也
。

﹇
訓
読
﹈

頌
、「
至
道
無
難
、
言
端
語
端
。」
雪
竇
は
它か

の
落
処
を
知
り
、
所
以
に
此
く
の
如
く
頌
す
。「
至
道
無
難
」、
随
後
に
便
ち
「
言
端
語
端
」

と
道
う
は
、
一
隅
を
挙
げ
て
三
隅
を
以
て
反か

え

さ
ざ
る
な
り
。 

雪
竇
の
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
と
道
う
は
、
三
隅
を
以
て

一
に
反
す
な
り
。
你
且
く
道
え
、
什い

麼ず

処く

か
是
れ
他
の
言
端
語
端
の
処
。
什
麼
の
為
に
か
一
に
却
っ
て
多
種
有
り
、
二
に
却
っ
て
両
般
無

き
。
若
し
眼
を
具
せ
ざ
れ
ば
、
什
麼
処
に
向お

い
て
か
摸
索
せ
ん
。 

若
し
這こ

の
両
句
を
透
得
せ
ば
、
古
人
道
く
、「
打
成
一
片
せ
ば
、
旧
に

依
り
て
山
を
見
て
は
是
れ
山
、
水
は
是
れ
水
、
天
は
是
れ
天
、
地
は
是
れ
地
。
有
る
時
は
天
を
喚
び
て
地
と
作
し
、
有
る
時
は
地
を
喚
び
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て
天
と
作
し
、
山
は
是
れ
山
な
ら
ず
、
水
は
是
れ
水
な
ら
ず
」
と
。
畢
竟
、
作い

麼か

生ん

が
平
穏
を
得
去
る
。
風
来
た
ら
ば
樹
動
き
、
浪
起
こ

ら
ば
船
高
く
、
春
は
生
じ
夏
は
長
じ
、
秋
は
収
め
冬
は
蔵
す
。
一
種
平
懐
な
れ
ば
、
泯
然
と
し
て
自
お
の
ず
から
尽
く
。
此
の
四
句
の
頌
、
絶
し
了

れ
り
。

﹇
日
訳
﹈

頌
に
「
至
道
無
難
、
言
端
語
端
」
と
い
う
。
雪
竇
は
そ
の
勘
所
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
頌
し
た
の
だ
。「
至
道
無
難
」
の

あ
と
に
す
ぐ
「
言
端
語
端
」
と
続
け
た
の
は
、
一
に
対
し
て
三
で
言
い
返
さ
な
い
の
で
あ
り
、「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
と

は
三
で
も
っ
て
一
に
言
い
返
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
ど
こ
が
言
端
語
端
の
と
こ
ろ
か
。
ど
う
し
て
一
に
は
多
が
あ
り
、
二
に
ふ
た
と
お

り
な
い
の
か
。
も
し
眼
力
が
な
け
れ
ば
探
し
よ
う
も
な
い
ぞ
。
こ
の
二
句
を
突
き
抜
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
古
人
の
言
っ
た
通
り
、「
一

つ
に
鍛
え
上
げ
れ
ば
、
相
変
わ
ら
ず
山
は
山
、
川
は
川
、
天
は
天
、
地
は
地
。
し
か
し
、
あ
る
時
に
は
天
を
地
と
呼
び
、
地
を
天
と
呼
び
、

山
は
山
で
な
く
、
川
は
川
で
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
。
結
局
、
ど
う
す
れ
ば
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
を
得
ら
れ
る
か
。
風
が
吹
け
ば
木
は
動
き
、

波
が
立
て
ば
船
は
持
ち
上
が
る
。
春
に
は
芽
吹
き
、
夏
に
は
育
ち
、
秋
に
は
刈
り
入
れ
、
冬
に
は
蓄
え
る
。
一
如
平
等
で
あ
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
分
別
が
自
お
の
ず
から
消
え
る
。
こ
の
四
句
で
頌
し
尽
く
し
て
い
る
の
だ
。

﹇
注
釈
﹈

○
挙
一
隅
不
以
三
隅
反
＝
『
論
語
』
述
而
、「
子
曰
く
、
憤
せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
、
悱
せ
ず
ん
ば
発
せ
ず
。
一
隅
を
挙
げ
て
三
隅
を
以
て
反

ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
復ま

た
せ
ざ
る
な
り
。」（
中
華
書
局
影
印
『
十
三
経
注
疏
』
本
、
二
四
八
二
頁
上
）。
た
だ
し
本
文
で
「
一
隅
を
挙
げ
て
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三
隅
を
以
て
反
さ
」
な
い
と
は
、
説
明
が
な
く
簡
潔
な
こ
と
、「
三
隅
を
以
て
一
に
反
す
」
と
は
逆
に
言
葉
を
尽
く
し
て
懇
切
に
説
く
こ

と
を
言
う
。「
至
道
無
難
、
言
端
語
端
」
は
端
的
に
言
っ
た
も
の
、「
一
有
多
種
、
二
無
両
般
」
は
そ
れ
を
敷
衍
し
て
詳
し
く
説
い
た
も
の

で
あ
り
、
両
者
の
表
現
は
異
な
る
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

○
古
人
道
‥
「
打
成
一
片
，
依
旧
見
山
是
山
，
水
是
水
，
天
是
天
，
地
是
地
。
有
時
喚
天
作
地
，
有
時
喚
地
作
天
，
山
不
是
山
，
水
不
是

水
。」
＝
「
古
人
」
の
語
は
「
水
不
是
水
」
ま
で
と
と
る
。
前
後
の
つ
な
が
り
が
不
自
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
下
に
見
る
雲
門
の
語
と

真
浄
克
文
の
語
を
接
合
し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。「
打
成
一
片
」
は
香
林
澄
遠
示
寂
時
の
言
葉
。『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
二
・
香
林
章
、

「
十
三
日
に
至
り
、示
衆
し
て
云
く
、『
老
僧
四
十
年
来
、打
ち
得
て
一
片
と
成
る
能
わ
ず
。』言
い
訖
わ
り
て
坐
し
て
逝
く
。」（
Ｚ
一
三
六
・

五
一
上
。『
一
夜
碧
巌
』第
一
七
則
・
本
則
評
唱
で
は「
我
四
十
余
年
に
し
て
方は
じ

め
て
打
成
一
片
す
」と
す
る（
大
拙
校
訂
本
、上
八
〇
頁
））。

ま
た
『
一
夜
碧
巌
』
第
四
二
則
・
頌
評
唱
、「『
天
上
人
間
自
ず
か
ら
知
ら
ず
、
眼
裏
耳
裏
瀟
灑
を
絶
す
。』
眼
裏
も
也
た
是
れ
雪
、
耳
裏

も
也
た
是
れ
雪
、
正
に
一
色
辺
に
住
在
す
。
亦
た
之
を
普
賢
の
境
界
、
一
色
辺
の
事
と
謂
い
、
亦
た
之
を
打
成
一
片
と
謂
う
。」（
大
拙
校

訂
本
、
上
一
八
三
頁
）。
こ
こ
か
ら
「
打
成
一
片
」
が
差
別
を
超
越
し
た
境
界
を
表
す
と
分
か
る
。「
山
は
是
れ
山
、
水
は
是
れ
水
…
…
」

は
、
も
の
ご
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
態
度
を
表
す
。
古
く
は
黄
檗
希
運
『
宛
陵
録
』（『
天
聖
広
灯
録
』
所
収
本
、『
禅
学
叢
書
』
之
五
、

三
五
二
頁
上
）
に
も
見
ら
れ
る
が
、
宋
代
に
お
い
て
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
雲
門
文
偃
の
語
で
あ
る
。『
雲
門
広
録
』
巻
上
、「
上
堂
し

て
云
く
、『
諸
和
尚
子
、
妄
想
す
る
莫
か
れ
。
天
は
是
れ
天
、
地
は
是
れ
地
、
山
は
是
れ
山
、
水
は
是
れ
水
、
僧
は
是
れ
僧
、
俗
は
是
れ
俗
。』」

（
Ｔ
四
七
・
五
四
七
下
）。
宋
代
に
こ
の
言
葉
は
い
わ
ゆ
る
「
無
事
禅
」
の
立
場
と
結
び
付
け
ら
れ
、
批
判
の
対
象
と
な
る
。
一
方
、「
天

を
喚
び
て
地
と
作
し
…
…
」
と
は
そ
の
よ
う
な
「
無
事
」
の
対
極
に
あ
る
、
現
実
性
の
差
別
相
が
滅
却
さ
れ
た
本
来
性
の
境
地
。『
真
浄

禅
師
語
録
』、「
上
堂
、『
大
衆
、
古
人
道
く
、「
尽
大
地
は
是
れ
箇
の
解
脱
法
門
な
る
に
、
枉い
た
ずら
に
仏
法
の
会
を
作
し
却さ

る
。
何
ぞ
山
を
見
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て
是
れ
山
、
水
を
見
て
是
れ
水
と
せ
ざ
る
」
と
。
帰
宗
（
真
浄
克
文
）
は
則
ち
然
ら
ず
。
尽
大
地
は
是
れ
箇
の
解
脱
法
門
な
れ
ば
、
知
見

解
会
を
作
さ
ざ
れ
。
有
る
時
は
山
を
見
て
喚
び
て
山
と
作
さ
ず
、
有
る
時
は
水
を
見
て
喚
び
て
水
と
作
さ
ず
。
大
衆
、
彼
此
丈
夫
な
り
、

人
の
謾
あ
ざ
む
きを
受
く
る
莫
れ
。』」（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
四
三
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
、
八
二
二
頁
）。
圜
悟
は
両
者
の
立
場
を
接
合
し
、
低

次
元
の
「
無
事
」
を
批
判
し
つ
つ
、
大
悟
徹
底
を
経
た
の
ち
の
高
次
元
の
「
無
事
」
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。『
一
夜
碧
巌
』
第
四

五
則
・
頌
評
唱
、「
須す
べ

是か
ら

く
大
徹
大
悟
し
て
始
め
て
得よ

し
。
然
る
後
、
山
は
旧
に
依
り
て
是
れ
山
、
水
は
旧
に
依
り
て
是
れ
水
、
乃
至
、

一
切
万
法
、
皆
な
只
だ
旧
に
依
ら
ば
、
方は

始じ

め
て
無
事
底
の
人
と
為
る
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
一
九
四
頁
）。
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
青

原
惟
信
の
以
下
の
言
葉
は
、
こ
の
態
度
に
関
す
る
恰
好
の
脚
注
と
い
え
る
。『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
六
・
青
原
章
、「
上
堂
し
て
曰
く
、『
老

僧
三
十
年
前
、
未
だ
参
禅
せ
ざ
り
し
時
、
山
を
見
て
は
是
れ
山
、
水
を
見
て
は
是
れ
水
。
後
来
、
親
し
く
知
識
に
見ま
み

え
、
箇
の
入に
っ

処し
ょ

有
る

に
及お

至よ

び
て
は
、
山
を
見
て
は
是
れ
山
な
ら
ず
、
水
を
見
て
は
是
れ
水
な
ら
ず
。
而
今
、
箇
の
休
歇
の
処
を
得
て
は
、
依あ
い

前か
わ

ら
ず
山
を
見

て
は
只
だ
是
れ
山
、
水
を
見
て
は
只
だ
是
れ
水
。』」（
Ｚ
一
三
七
・
一
一
六
下
）。
詳
し
く
は
小
川
『
語
録
の
思
想
史
』
第
二
章
第
四
節
参

照
。
ま
た
宋
代
の
無
事
禅
と
そ
れ
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
同
第
三
節
、
お
よ
び
土
屋
太
祐
『
北
宋
禅
宗
思
想
及
其
淵
源
』、
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
八
、
第
六
章
参
照
。

○
作
麼
生
得
平
穏
去
＝
「
山
是
山
」
と
「
山
不
是
山
」
の
両
極
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ど
う
す
れ
ば
安
定
し
た
確
か
な
立
場
を
獲
得
で
き

る
か
。
張
本
『
碧
巌
録
』
第
五
五
則
・
本
則
評
唱
、「
有
る
底
は
情
解
し
て
道い

わ

く
、『
道
吾
の
「
道い

わ
じ
道
わ
じ
」
と
云
う
は
、
便
ち
是
れ

道い

い
了お
わ

れ
り
。
喚
び
て
背
翻
筋
斗
を
打
す
と
作
す
。
人
を
し
て
摸さ
ぐ
り索
り
著あ

て
ざ
ら
し
む
。』
若
し
恁か
く
の
ご
と麼く
会
せ
ば
、
作い

麼か

生ん

が
平
穏
を
得

去
ら
ん
。
若
し
脚
、
実
地
を
踏
ま
ば
、
一
絲
毫
を
隔
て
ず
。」（
Ｔ
四
八
・
一
八
九
中
）。

○
風
来
樹
動
，
浪
起
船
高
…
…
＝
『
人
天
眼
目
』
巻
二
・
九
帯
・
平
懐
常
実
帯
、「
僧
、
南
泉
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
道
。』
泉
云
く
、
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『
平
常
心
是
れ
道
。』
如も

し
平
常
道
に
達
す
る
や
、
山
を
見
ば
即
ち
是
れ
山
、
水
を
見
ば
即
ち
是
れ
水
、
手
に
信ま
か

せ
て
草
を
拈
じ
来
た
る
に
、

可
無
く
不
可
無
し
。
設た

使と

い
風
来
た
ら
ば
樹
動
き
、
浪
起
こ
ら
ば
船
高
く
、
春
は
生
じ
夏
は
長
じ
、
秋
は
收
め
冬
は
蔵
す
る
も
、
何
の
差

異
か
有
ら
ん
。
但
だ
風
調
雨
順
、
国
泰
民
安
、
辺
方
寧
静
、
君
臣
道
合
を
得
ば
、
豈
に
麒
麟
出
現
し
、
鳳
凰
来
儀
し
て
、
方は
じ

め
て
祥
瑞
を

顕
す
に
在
ら
ん
や
。
但
だ
理
、
其
の
道
に
帰
る
を
得
ば
、
事
は
乃
ち
平
実
な
り
て
、
聖
の
求
む
る
べ
き
無
く
、
凡
の
捨
つ
る
べ
き
無
し
。

内
外
平
懐
な
れ
ば
、
泯
然
と
し
て
自
ず
か
ら
尽
く
。」（
Ｔ
四
八
・
三
一
〇
上
）。「
一
種
平
懐
、
泯
然
自
尽
」
は
僧
璨
『
信
心
銘
』、「
有
縁

を
逐
う
莫
れ
、
空
忍
に
住
す
る
勿
れ
。
一
種
平
懐
な
れ
ば
、
泯
然
と
し
て
自
ず
か
ら
尽
く
。」（『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
〇
、
禅
文
研
本
、

六
一
六
頁
上
）。
以
上
か
ら
、「
風
来
た
り
て
…
…
」
は
差
別
的
な
現
象
を
、「
一
種
平
懐
な
れ
ば
…
…
」
と
は
そ
の
差
別
相
を
克
服
し
た

一
如
の
境
地
を
表
す
と
分
か
る
。

【
頌
評
唱
二
】

雪
豆
有
餘
才
，
所
以
分
開
結
果
，
算
来
也
只
是
頭
上
安
頭
。
至
道
無
難
，
天
際
日
上
時
月
便
下
，
檻
前
山
深
時
水
便
寒
。
到
這
裏
，
言
也

端
，
語
也
端
，
頭
頭
是
道
，
物
物
全
真
。
豈
不
是
心
境
俱
亡
，
打
成
一
片
。
雪
豆
頭
上
太
孤
峻
生
，
末
後
也
漏
逗
不
少
。
若
参
得
透
，
見

得
徹
，
自
然
如
醍
醐
上
味
相
似
。
若
也
情
念
未
亡
，
便
見
七
花
八
裂
，
決
不
能
会
如
此
説
話
。

﹇
訓
読
﹈ 

雪
竇
に
餘
才
有
り
、
所
以
に
分
開
し
結
果
す
る
も
、
算
じ
来
た
る
に
也ま

た
只
だ
是
れ
頭
上
に
頭
を
安
ず
る
の
み
。
至
道
難
き
こ
と
無
し
、

天
際
に
日
上
る
時
、
月
便
ち
下
り
、
檻
前
に
山
深
き
時
、
水
便
ち
寒
し
。
這
裏
に
到
れ
ば
、
言
も
也
た
端
、
語
も
也
た
端
、
頭
頭
是
れ
道
、
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物
物
全
て
真
な
り
。
豈
に
是
れ
心
境
俱と
も

に
亡
じ
、
打
成
一
片
す
る
に
あ
ら
ず
や
。
雪
竇
、
頭は
じ
め上
は
太は
な
はだ
孤
峻
生
な
る
も
、
末
後
は
也
た
漏

逗
少
な
か
ら
ず
。
若
し
参
得
透
、
見
得
徹
せ
ば
、
自
然
に
醍
醐
上
味
の
如
く
に
相
い
似
た
り
。
若も也
し
情
念
未
だ
亡
ぜ
ざ
れ
ば
、
便
ち
七

花
八
裂
な
る
を
見
ん
。
決
し
て
此か
く

の
如
き
説
話
を
会
す
る
こ
と
能
わ
ず
。 

﹇
日
訳
﹈ 

雪
竇
は
、
あ
り
あ
ま
る
文
才
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
ふ
た
た
び
ま
と
め
上
げ
た
が
、
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
こ
れ

も
ま
た
余
計
な
繰
り
返
し
だ
。
至
道
に
難
し
い
こ
と
な
ど
な
い
。
天
の
果
て
に
日
が
昇
れ
ば
、
月
は
沈
み
、
欄
干
の
先
の
山
が
深
け
れ
ば
、

川
は
冷
た
い
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
一
言
一
語
は
み
な
真
理
の
端
緒
、
い
た
る
と
こ
ろ
が
道
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
真
実
だ
。
心
と
境
と
と

も
に
忘
れ
、
一
つ
に
鍛
え
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
雪
竇
、
始
め
は
取
り
つ
く
島
も
な
か
っ
た
が
、
後
で
は
ぼ
ろ
だ
し

に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
徹
底
し
て
見
抜
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
の
ず
と
最
上
の
味
わ
い
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
思
い
は
か
り
を
捨
て
ら

れ
な
け
れ
ば
、
支
離
滅
裂
。
こ
の
よ
う
な
話
は
到
底
分
か
ら
ん
。 

﹇
注
釈
﹈

○
分
開
結
果
＝
「
結
果
」、
張
本
に
「
結
裹
」
に
作
る
。「
分
開
」
は
わ
け
る
、「
結
果
」
は
け
り
を
つ
け
る
。「
至
道
無
難
」
以
下
の
四
句

で
す
で
に
真
意
を
伝
え
切
っ
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し
、「
天
際
日
上
月
下
、
檻
前
山
深
水
寒
」
の
二
句
に
ま
と
め
た
。

○
頭
上
安
頭
＝
頭
の
上
に
頭
を
重
ね
る
。
無
用
な
繰
り
返
し
、
余
計
な
事
を
す
る
。「
天
際
」
以
下
の
二
句
は
無
駄
な
付
け
足
し
だ
。『
宛

陵
録
』、「
云
く
、『
今
、
正
に
悟
る
時
、
仏
は
何い
ず
く処
に
か
在
る
。』
師
云
く
、『
問
は
何い
ず

く
従よ

り
か
来
た
り
、
覚
は
何
く
従
り
か
起
る
。
語
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黙
動
静
、
一
切
の
声
色
は
尽
く
是
れ
仏
事
。
何い
ず
く処
に
か
仏
を
覓
め
ん
。
更
に
頭
上
に
頭
を
安
じ
、
觜
上
に
觜
を
加
う
べ
か
ら
ず
。』」（『
天

聖
広
灯
録
』
所
収
本
、『
禅
学
叢
書
』
之
五
、
三
五
一
頁
下
―
三
五
二
頁
上
）。

○
至
道
無
難
，
天
際
日
上
時
月
便
下
，
檻
前
山
深
時
水
便
寒
＝
「
日
が
昇
れ
ば
月
は
沈
み
、
山
が
深
け
れ
ば
水
は
冷
た
い
。」「
時
」
は
仮

定
を
表
す
（
江
藍
生
「
時
間
詞
〝
時
〞
和
〝
後
〞
的
語
法
化
」、『
近
代
漢
語
研
究
新
論
』、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
八
参
照
）。
圜
悟
は
因

果
関
係
を
表
す
「
時
」
と
「
便
」
を
挿
入
し
て
、
雪
竇
の
頌
が
ご
く
当
た
り
前
の
自
然
の
あ
り
よ
う
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。

○
到
這
裏
，
言
也
端
，
語
也
端
，
頭
頭
是
道
，
物
物
全
真
＝
こ
の
よ
う
な
境
地
に
至
れ
ば
、
一
言
一
語
は
真
理
の
端
倪
で
あ
り
、
個
々
の

事
物
は
真
理
の
表
れ
で
あ
る
。 『
圜
悟
語
録
』
巻
五
、「
上
堂
し
て
云
く
、『
一
句
全
提
せ
ば
、
千
差
併
会
し
、
一
華
開
現
せ
ば
、
万
福
来

臻
す
。
往
復
間
無
く
し
て
源
有
り
、
動
静
移
ら
ず
し
て
常
に
寂
。
処
処
是
れ
仏
、
頭
頭
是
れ
道
。
…
…
』」（
Ｔ
四
七
・
七
三
三
下
）。『
圜

悟
語
録
』
巻
三
、「
一
塵
飛
び
て
天
を
翳か
く

し
、
一
芥
堕
ち
て
地
を
覆お
お

う
。
一
華
開
き
て
仏
を
見
、
一
葉
落
ち
て
秋
を
知
る
。
物
物
頭
頭
、

明
明
歴
歴
、
事
に
は
千
差
有
れ
ど
も
、
理
は
一
揆
に
帰
す
。」（
Ｔ
四
七
・
七
二
五
上
）。

○
心
境
俱
亡
，
打
成
一
片
＝
「
打
成
一
片
」
は
【
頌
評
唱
一
】
参
照
。「
心
境
俱
亡
」
に
つ
い
て
は
、『
永
嘉
証
道
歌
』、「
心
は
是
れ
根
、

法
は
是
れ
塵
、
両
種
猶
お
鏡
上
の
痕あ
と

の
如
し
。
痕
垢
尽
こ
と
ご
とく
除
き
て
光
始
め
て
現
わ
る
。
心
法
双な
ら

び
亡
じ
て
性
即
ち
真
な
り
。」（『
景
徳
伝

灯
録
』
巻
三
〇
、
禅
文
研
本
、
六
二
五
頁
上
）。『
伝
心
法
要
』、「
凡
夫
は
境
を
取
り
、
道
人
は
心
を
取
る
。
心
境
双
び
忘
ず
れ
ば
、
乃
ち

是
れ
真
法
。」（『
天
聖
広
灯
録
』
所
収
本
、『
禅
学
叢
書
』
之
五
、
三
四
三
頁
下
）。

○
雪
豆
頭
上
太
孤
峻
生
，末
後
也
漏
逗
不
少
＝「
孤
峻
」は
険
し
く
そ
び
え
た
っ
て
人
を
寄
せ
付
け
な
い
さ
ま
。『
一
夜
碧
巌
』第
一
三
則
・

本
則
評
唱
、「
諸
方
、
此
の
語
の
公
案
を
挙
す
に
、
皆
な
事
上
に
就
き
て
答
う
。
唯
だ
巴
陵
の
恁か

く
の
ご
と麼く
道
う
は
、
極
め
て
孤
峻
に
し
て
、
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不は
な
は妨
だ
会
し
難
し
。」（
大
拙
校
訂
本
、
上
六
五
頁
）。
ま
た
【
示
衆
】「
太
孤
危
生
」
の
注
を
参
照
。「
漏
逗
」
は
第
一
則
【
本
則
評
唱
四
】

を
参
照
。
雪
竇
の
頌
は
、
は
じ
め
は
直
截
な
表
現
で
近
寄
り
が
た
い
が
、
後
ろ
で
は
真
理
の
消
息
を
漏
ら
し
て
い
る
。

○
七
花
八
裂
＝
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
体
を
成
さ
な
い
。
張
本
『
碧
巌
録
』
第
九
則
・
本
則
評
唱
、「
纔わ
ず

か
に
問
著
せ
ば
、
却
っ
て
是
れ
極

則
な
る
に
相あ
い

似に

た
る
も
、
纔
か
に
拶
著
せ
ば
、
七
花
八
裂
し
、
空
腹
高
心
の
処
に
坐
在
す
。」（
Ｔ
四
八
・
一
四
九
下
）。

【
頌
評
唱
三
】 

「
髑
髏
識
尽
喜
何
極
，
枯
木
龍
吟
消
未
乾
。」
只
這
便
是
交
加
処
。
這
僧
恁
广
問
，
趙
州
恁
广
答
，
此
是
古
人
問
道
公
案
，
雪
豆
拽
来
穿
作

一
串
，
用
頌
「
至
道
無
難
」。
如
今
人
不
会
古
人
意
，
只
管
咬
言
嚼
句
，
有
甚
了
期
？ 

若
是
通
方
作
者
，
方
能
明
得
這
般
説
話
。
只
如
僧

問
香
厳
‥
「
如
何
是
道
？
」
厳
云
‥
「
枯
木
裏
龍
吟
。」
僧
云
‥
「
如
何
是
道
中
人
？
」
厳
云
‥
「
髑
髏
裏
眼
睛
。」
僧
又
問
石
霜
‥
「
如

何
是
枯
木
裏
龍
吟
？
」
霜
云
‥
「
猶
帯
喜
在
。」
僧
云
‥
「
如
何
是
髑
髏
裏
眼
睛
？
」
霜
云
‥
「
猶
帯
識
在
。」
僧
挙
似
曹
山
，
山
乃
有
頌

云
‥
「
枯
木
龍
吟
真
見
道
，
髑
髏
無
識
眼
初
明
。
喜
識
尽
時
消
息
断
，
当
人
那
辯
濁
中
清
？
」
僧
再
問
曹
山
‥
「
如
何
是
枯
木
裏
龍
吟
？
」

山
云
‥
「
血
脈
不
断
。」
僧
云
‥
「
如
何
是
髑
髏
裏
眼
睛
？
」
山
云
‥
「
乾
消
未
尽
。」
雪
豆
可
謂
有
大
脚
手
，
一
時
与
你
交
加
頌
出
。
雖

然
如
是
，
都
無
両
般
。

﹇
訓
読
﹈

「
髑
髏
識
尽
き
て
喜
何
ぞ
立
た
ん
、
枯
木
龍
吟
し
て
消
え
る
も
未
だ
乾か
わ

か
ず
。」
只
だ
這こ

れ
は
便
ち
是
れ
交
加
す
る
処
。
這
の
僧
恁か
く
の
ご
と麼く
問

い
、
趙
州
恁か
く
の
ご
と麼く
答
え
、
此
れ
は
是
れ
古
人
の
道
を
問
う
公
案
、
雪
竇
拽
き
来
た
り
て
穿つ
ら
ぬき
て
一
串
と
作
し
、
用も
っ

て
「
至
道
無
難
」
を
頌
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す
。
如
今
の
人
、
古
人
の
意
を
会え

せ
ず
、
只
管
に
咬
言
嚼
句
す
る
は
、
甚な
ん

の
了
期
か
有
ら
ん
。
若
し
是
れ
通
方
の
作
者
な
ら
ば
、
方は
じ

め
て

能
く
這か
く
の
ご
と般き
説
話
を
明
得
す
。
只た
と
え如
ば
僧
、
香
厳
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
道
。」
厳
云
く
、「
枯
木
裏
の
龍
吟
。」
僧
云
く
「
如
何
な

る
か
是
れ
道
中
の
人
。」
厳
云
く
、「
髑
髏
裏
の
眼
睛
。」 

僧
又
た
石
霜
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。」
霜
云
く
、「
猶
お

喜
を
帯
ぶ
る
な
り
。」
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。」
霜
云
く
、「
猶
お
識
を
帯
ぶ
る
な
り
。」
僧
、
曹
山
に
挙
似
す
る
に
、

山
乃
ち
頌
有
り
て
云
く
、「
枯
木
の
龍
吟
、
真
に
道
を
見
、
髑
髏
に
識
無
く
し
て
、
眼
初
め
て
明
ら
か
な
り
。
喜
識
尽
く
時
、
消
息
断
ゆ
。

当
人
那な
ん

ぞ
辯
ぜ
ん
、
濁
中
の
清
。」
僧
再
び
曹
山
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。」
山
云
く
、「
血
脈
断
え
ず
。」
僧
云
く
、

「
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。」
山
云
く
、「
乾
き
消
え
る
こ
と
未
だ
尽
き
ず
。」
雪
竇
は
大
脚
手
有
り
と
謂
う
べ
し
、
一
時
に
你
の

与た
め

に
交
加
し
て
頌
出
す
。
是か
く

の
如
し
と
雖い
え
ど然
も
、
都
て
両
般
無
し
。

﹇
日
訳
﹈

「
髑
髏
に
は
意
識
が
絶
え
て
、
喜
び
が
立
つ
こ
と
は
な
く
、
枯
木
の
龍
吟
は
い
ま
だ
消
え
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。」
こ
こ
は
込
み
入
っ
た
と

こ
ろ
だ
。
僧
が
あ
の
よ
う
に
問
い
、
趙
州
が
あ
の
よ
う
に
答
え
、
そ
し
て
こ
れ
は
古
人
の
道
を
問
う
公
案
、
雪
竇
は
こ
れ
を
引
っ
ぱ
っ
て

き
て
、
ひ
と
く
く
り
に
し
て
「
至
道
無
難
」
を
頌
し
た
の
だ
。
今
ど
き
の
輩
は
古
人
の
意
を
解
せ
ず
、
字
面
に
ば
か
り
こ
だ
わ
る
。
そ
ん

な
こ
と
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
分
か
ら
ぬ
。
道
に
通
じ
た
や
り
手
で
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
こ
の
話
が
分
か
る
の
だ
。
あ
る
僧
が
香

厳
に
問
う
た
、「
道
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
答
え
る
、「
枯
れ
木
の
中
に
龍
の
鳴
き
声
。」
僧
云
く
、「
道
の
中
の
人
は
い
か

な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
答
え
る
、「
髑
髏
の
中
の
目
玉
。」
こ
の
僧
は
ま
た
石
霜
に
問
う
た
、「
枯
れ
木
の
中
の
龍
の
鳴
き
声
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。」
石
霜
答
え
る
、「
ま
だ
喜
び
が
残
っ
て
お
る
。」「
髑
髏
の
中
の
目
玉
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
石
霜
云
く
、「
ま
だ
意
識
が
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残
っ
て
お
る
。」
こ
の
僧
が
曹
山
に
こ
の
こ
と
を
言
う
と
、
曹
山
は
頌
を
作
っ
た
。「
枯
木
の
龍
吟
は
、
真
に
道
を
表
し
、
髑
髏
に
は
意
識

が
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
眼
は
明
ら
か
で
あ
る
。
喜
び
と
意
識
が
尽
き
た
時
、
真
理
の
消
息
は
絶
た
れ
て
し
ま
う
。
ど
う
し
て
濁
中
の
清

を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
そ
の
僧
は
ふ
た
た
び
曹
山
に
問
う
た
、「
枯
れ
木
の
中
の
龍
の
鳴
き
声
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
曹
山

い
わ
く
、「
血
脈
が
断
え
な
い
。」
僧
い
わ
く
、「
髑
髏
の
中
の
目
玉
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。」
い
わ
く
、「
乾
き
き
っ
て
い
な
い
。」
雪
竇
に

は
大
変
な
手
並
み
が
あ
っ
た
も
の
だ
。
一
時
に
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
頌
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
と
は
い
え
、
こ
の
二
つ
は
そ
も
そ
も
別
も

の
で
は
な
い
の
だ
が
。

﹇
注
釈
﹈

○
髑
髏
識
尽
喜
何
極
＝
「
極
」、
一
夜
本
頌
、
張
本
等
す
べ
て
「
立
」
に
作
る
。
写
誤
と
見
て
﹇
訓
読
﹈、﹇
日
訳
﹈
で
改
め
る
。

○
交
加
処
＝
「
交
加
」
は
、
交
錯
す
る
、
ま
た
は
複
雑
で
難
解
の
意
。
下
文
に
「（
雪
竇
は
）
一
時
に
你
が
与た
め

に
交
加
し
て
頌
出
す
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
則
と
「
古
木
龍
吟
」
の
故
事
が
入
り
混
じ
っ
て
複
雑
な
と
こ
ろ
、
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
圜
悟
語
録
』
巻

一
五「
示
智
祖
禅
徳
」、「
盤
錯
交
加
し
て
人
の
窮
詰
辨
別
す
る
能
わ
ざ
る
所
の
処
に
到
り
て
、綽
綽
然
と
し
て
刃
を
游
ば
せ
て
余
り
有
り
。」

（
Ｔ
四
七
・
七
八
四
上
）。『
大
慧
語
録
』
巻
二
三
「
示
妙
明
居
士
」、「
生
、
来
処
を
知
ら
ず
、
死
、
去
処
を
知
ら
ざ
る
を
疑
う
底
の
心
未

だ
忘
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
是
れ
生
死
交
加
す
。
但
だ
交
加
の
処
に
向お

い
て
、
箇
の
話
頭
を
看
よ
。」（
Ｔ
四
七
・
九
一
一
上
）。『
嘉
泰
普
灯
録
』

巻
二
五
・
諸
方
広
語
・
開
善
道
謙
禅
師
、「
山
僧
、
他か
れ

の
『
如い
か
ん何
が
動
か
ず
し
て
其こ

中ち
ゅ
うに
到
る
』
と
道
う
を
愛
す
。
既
に
動
か
ざ
れ
ば
、

如
何
が
到
る
。
吽う
ん

、
吽う
ん

。
這
裏
は
便
ち
是
れ
交
加
の
処
、
間
髮
を
容
れ
ず
。
難か
た

き
も
也
た
只
だ
這こ

裏こ

に
在
り
、
易や
す

き
も
也
た
只
だ
這
裏
に

在
り
。」（
Ｚ
一
三
七
・
三
五
八
上
）。
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○
這
僧
恁
广
問
，
趙
州
恁
广
答
，
此
是
古
人
問
道
公
案
，
雪
豆
拽
来
穿
作
一
串
…
…
＝
張
本
で
は
「
趙
州
恁
麼
答
」
の
あ
と
に
再
び
本
則

を
引
用
す
る
。

○
枯
木
裏
龍
吟
，
髑
髏
裏
眼
睛
＝
こ
の
話
頭
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
一
・
香
厳
章
、
お
よ
び
巻
一
七
・
曹
山
章
、『
宗
門
統
要
集
』
巻

五
・
香
厳
章
、『
禅
林
僧
宝
伝
』巻
一
・
曹
山
章
な
ど
に
見
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
文
字
に
出
入
り
が
あ
る
。以
下
に
代
表
的
な
も
の
と
し
て『
景

徳
伝
灯
録
』
巻
一
七
よ
り
引
用
す
る
。「
僧
挙
す
、
有
る
人
香
厳
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
道
。』
答
え
て
曰
く
、『
枯
木
裏
の
龍
吟
。』

学
云
く
、『
会
せ
ず
。』
曰
く
、『
髑
髏
裏
の
眼
睛
。』
後
に
石
霜
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。』
石
霜
云
く
、『
猶
お
喜

を
帯
ぶ
る
在
り
。』
又
た
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。』
石
霜
云
く
、『
猶
お
識
を
帯
ぶ
る
在
り
。』
師
因
っ
て
頌
し
て
曰
く
、

『
枯
木
龍
吟
し
て
真
に
道
を
見
、
髑
髏
に
識
無
く
し
て
眼
、
初
め
て
明
ら
か
。
喜
識
尽
く
る
時
、
消
え
尽
き
ず
、
当
人
那な
ん

ぞ
辨
ぜ
ん
、
濁

中
の
清
。』
其
の
僧
復
た
師
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。』
師
曰
く
、『
血
脈
断
え
ず
。』
曰
く
、『
如
何
な
る
か
是
れ
髑

髏
裏
の
眼
睛
。』
師
曰
く
、『
乾
き
尽
き
ず
。』
曰
く
、『
未い
ぶ
か審
し
、
還は

た
聞
く
こ
と
を
得
る
者
有
り
や
。』
師
曰
く
、『
尽
大
地
、
未
だ
一
箇

の
聞
か
ざ
る
も
の
有
ら
ず
。』
曰
く
、『
未
審
し
、
龍
吟
は
是
れ
何
の
章
句
ぞ
。』
師
曰
く
、『
是
れ
何
の
章
句
な
る
か
を
也
た
知
ら
ざ
る
も
、

聞
く
者
は
皆
な
喪う

す
。』」（
禅
文
研
本
、
三
三
二
頁
下
―
三
三
三
頁
上
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
一
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
監
修
、
景
徳

伝
灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録
』
四
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
七
、
二
一
二
頁
を
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
に
つ
い
て
は
、
柳
田
聖
山
編
『
禅

の
文
化　

資
料
編
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
八
、
一
八
八
頁
以
下
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
）。
香
厳
と
僧
の
問
答
の
う
ち
『
伝

灯
録
』
に
「
学
云
く
、『
会
せ
ず
』」
と
す
る
と
こ
ろ
、
張
本
、
一
夜
本
お
よ
び
『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
如
何
な
る
か
是
れ
道
中
の
人
」
と

す
る
。
ま
た
曹
山
の
頌
、『
伝
灯
録
』
に
「
喜
識
尽
時
消
不
尽
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
一
夜
本
は
「
喜
識
尽
時
消
息
断
」、
張
本
、『
禅
林
僧

宝
伝
』
は
「
喜
識
尽
時
消
息
尽
」
に
作
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
下
の
「
喜
識
尽
時
…
…
」
の
注
に
引
く
『
林
間
録
』
も
参
照
。『
碧
巌
録
』、
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特
に
張
本
は
全
体
の
構
成
を
含
め
て
『
禅
林
僧
宝
伝
』
に
近
い
。

○
血
脈
不
断
＝
本
文
に
お
い
て
「
血
脈
不
断
」
は
、
寂
滅
の
境
地
の
中
に
消
え
き
ら
な
い
働
き
が
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
見
ら
れ
る
。

以
下
の
二
例
は
、
宋
元
代
の
一
般
的
な
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
「
血
脈
不
断
」
の
語
は
、「
絶
え
ず
有
無
両
極

の
視
点
を
変
え
な
が
ら
、
不
即
不
離
の
関
連
を
失
わ
な
い
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
二
「
銭
承
務
同
衆
道
友
請

普
説
」、「
又
た
一
老
宿
に
見
え
る
に
、
我
と
共
に
洞
山
夏
末
に
示
衆
す
る
を
商
量
す
。
云
く
、『
初
秋
夏
末
、
兄
弟
東
に
去
き
西
に
去
く
。

直
に
須
ら
く
万
里
寸
草
無
き
処
に
向
か
い
て
去
く
べ
し
。』
此
の
話
既
に
出
で
て
、
一
時
に
下
語
す
る
に
、
皆
な
洞
山
の
意
に
契あ

わ
ず
。

僧
有
り
て
石
霜
に
伝
え
到
る
。
霜
云
く
、『
何
ぞ
道
わ
ざ
る
、
門
を
出
づ
れ
ば
便
ち
是
れ
草
と
。』
洞
山
聞
き
得
て
深
く
之
を
喜
び
て
云
く
、

『
瀏
陽
に
古
仏
有
り
て
出
世
す
。』
老
宿
商
量
し
て
道
く
、『
此
処
は
綿
密
な
り
。』
謂
く
、『
根
蔕
下
の
事
、
事
有
り
、
理
有
り
、
又
た
喚

び
て
無
中
に
唱
え
出
だ
す
と
作
す
。
洞
山
の
「
直
に
須
ら
く
万
里
寸
草
無
き
処
に
向
か
い
て
去
く
べ
し
」
と
道
う
は
、
是
れ
理
上
に
問
う
。

這
裏
、
若
し
他
に
答
う
る
語
活
き
ざ
れ
ば
、
則
ち
一
辺
に
死
在
す
。
所
以
に
石
霜
は
事
上
に
就
き
て
答
え
て
云
く
、「
門
を
出
づ
れ
ば
便

ち
是
れ
草
」
と
。
血
脈
断
え
ざ
ら
ん
と
要ほ

得っ

す
。』
又
た
引
く
、
僧
、
香
厳
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
道
。』
厳
云
く
、『
枯
木
裏
の
龍

吟
。』
僧
云
く
、『
学
人
会
せ
ず
。』
厳
云
く
、『
髑
髏
裏
の
眼
睛
。』
謂
く
、『
枯
木
に
却
っ
て
龍
吟
有
り
、
髑
髏
に
却
っ
て
眼
睛
有
る
は
、

亦
た
是
れ
血
脈
断
え
ざ
る
な
り
。』」（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
、
二
〇
一
頁
下
）。『
請
益
録
』
第
一
四
則
・
評
唱
、「
一
日
示
衆
し
て

云
く
、『
裂
開
も
也ま

た
我
に
在
り
、
揑
聚
も
也
た
我
に
在
り
。』
諸
方
道
く
、『
把
定
せ
ば
真
金
色
を
失
い
、
放
行
せ
ば
瓦
礫
光
を
生
ず
。

之
を
擒
有
り
縱
有
り
、
能
く
殺
し
能
く
活
か
す
と
謂
う
』
と
。
洞
上
の
宗
風
な
ら
ば
、
斥し
り
ぞけ
て
『
話
を
両
橛
と
作
し
、
針
を
決
し
線
を
断

つ
』
と
為
す
。
道
う
を
見
ず
や
、
恁か
く
の
ご
と麼く
相
続
す
る
も
也
た
大
い
に
難
し
。
直
に
須
ら
く
存
に
当
た
り
て
正ま
さ

に
泯
じ
、
巻
に
在
り
て
亦
た

舒
べ
、
鉤く
さ
り鎖
連
環
す
る
を
、
之
、
血
脈
断
え
ず
と
謂
う
。」（
Ｚ
一
一
七
・
八
二
六
上
）。
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○
喜
識
尽
時
消
息
断
，
当
人
那
辯
濁
中
清
＝
「
喜
」、「
識
」（
と
い
う
お
も
て
に
現
れ
る
作
用
）
が
尽
き
て
し
ま
え
ば
、
真
理
の
消
息
も

絶
た
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
、
ど
う
や
っ
て
「
濁
」（
現
象
、
現
実
性
）
の
な
か
の
「
清
」（
本
質
、
本
来
性
）
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
北
宋
の
慧
洪
は
『
伝
灯
録
』
に
見
ら
れ
る
「
喜
識
尽
時
消
不
尽
」
の
句
は
誤
り
で
、
張
本
『
碧
巌
録
』
等
の
「
喜

識
尽
時
消
息
尽
」
が
正
し
い
と
す
る
。『
林
間
録
』
巻
下
、「
…
…
曹
山
和
尚
、『
枯
木
龍
吟
、
髑
髏
無
識
』
の
語
を
釈
し
て
偈
を
作
り
て

曰
く
、『
枯
木
の
龍
吟
、
方は
じ

め
て
道
を
見
、
髑
髏
に
識
無
く
し
て
眼
方
め
て
明
ら
か
。
喜
識
尽
く
る
時
、
消
息
尽
く
。
当
人
那な
ん

ぞ
辨
ぜ
ん

濁
中
の
清
。』
而
し
て
伝
う
る
者
は
『
消
不
尽
』
と
作
す
。
二
宗
の
両
偈
、
甚
だ
微か
す

か
な
る
も
、
一
た
び
其
の
旨
を
失
わ
ば
、
則
ち
害
を

為
す
こ
と
甚
だ
大
な
り
。
故
に
所
言
を
辨
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
『
喜
識
尽
く
時
、
消
息
尽
く
。
当
人
那
ぞ
辨
ぜ
ん
濁
中
の
清
』
と
は
、

達
観
謂
う
所
の
『
偏
正
、
互
い
に
縦
横
し
、
迢
然
と
し
て
十
成
を
忌
む
。
龍
門
は
須
ら
く
透
る
を
要
し
、
鳥
道
は
行
く
に
堪
え
ず
。
石
女
、

霜
の
中
に
織
り
、
泥
牛
、
火
の
裏う
ち

に
耕
す
。
両
頭
如も

し
脱
得
せ
ば
、
枯
木
、
一
枝
栄
え
ん
』、
是
れ
な
り
。」（
Ｚ
一
四
八
・
六
三
四
上
）。

「
濁
」
は
事
、
あ
る
い
は
現
象
の
次
元
を
指
し
、「
清
」
は
理
、
あ
る
い
は
本
質
の
次
元
を
指
す
。
以
下
の
例
を
見
よ
。『
天
聖
広
灯
録
』

巻
九
・
百
丈
章
、「
語
す
る
や
垛
あ
づ
ち生
じ
箭や

を
招
く
。『
鑑
覚
』
と
言
う
も
猶
お
不
是
な
り
。
濁
よ
り
清
を
辨
ず
れ
ば
、『
如
今
の
鑑
覚
是
な
り
』

と
説
く
を
許
す
。
鑑
覚
を
除
き
て
の
外
に
別
に
有
り
と
す
る
は
、
尽
く
是
れ
魔
説
な
り
。
若
し
如
今
の
鑑
覚
を
守
住
す
れ
ば
、
亦
た
魔
説

に
同
じ
く
、
亦
た
自
然
外
道
と
名
づ
く
。」（『
禅
学
叢
書
』
之
五
、
四
二
〇
頁
上
）。「
鑑
覚
」
は
「
見
聞
覚
知
」
な
ど
の
語
と
同
じ
く
、

人
の
感
覚
作
用
を
指
す
。
本
来
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
鑑
覚
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
す
ら
、
す
で
に
誤
り
で
あ
る
が
、「
事
」
に
よ
っ

て
「
理
」
を
辨
ず
る
と
い
う
立
場
か
ら
で
あ
れ
ば
、「
如
今
の
鑑
覚
是
な
り
」、
つ
ま
り
現
在
の
感
覚
作
用
が
そ
の
ま
ま
で
仏
性
の
は
た
ら

き
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
許
さ
れ
る
。「
鑑
覚
」
を
離
れ
て
仏
性
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
種
の
方
便
で
あ
っ
て
、
も

し
こ
の
考
え
に
執
着
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
魔
説
で
あ
る
。
同
書
に
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。「
苗
よ
り
地
を
辨
じ
、
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濁
よ
り
清
を
辨
ず
。
秖た

だ
如
今
の
鑑
覚
、
若
し
清
辺
よ
り
数
う
れ
ば
、
鑑
覚
も
亦
た
是
れ
清
に
あ
ら
ず
、
不
鑑
覚
も
亦
た
是
れ
清
に
あ
ら

ず
、
亦
た
是
れ
不
清
に
も
あ
ら
ず
、
亦
た
是
れ
聖
に
あ
ら
ず
、
亦
た
是
れ
不
聖
に
も
あ
ら
ず
、
亦
た
是
に
あ
ら
ず
。
水
の
濁
れ
る
を
見
て
、

水
の
濁
れ
る
は
過
患
な
り
と
説
く
。
水
若
し
清
け
れ
ば
、
都す
べ

て
説
く
べ
き
無
し
。
説
か
ば
、
却
っ
て
他か

の
水
を
濁
す
。」（
四
二
一
頁
下
）。

【
頌
評
唱
四
】

雪
豆
末
後
有
為
人
処
，
更
道
‥
「
難
！ 

難
！
」
也
須
是
透
得
過
始
得
。
何
故
如
此
？ 

不
見
百
丈
道
‥
「
一
切
語
言
処
，
山
河
大
地
，
一

一
消
帰
自
己
。」
雪
豆
凡
是
一
拈
一
捏
，
末
後
帰
自
己
。
且
道
什
广
処
是
雪
豆
為
人
処
？
「
揀
択
明
白
君
自
看
。」
既
是
打
葛
藤
頌
了
，
却

道
‥
「
君
自
看
」，
且
道
它
意
落
在
什
广
処
？ 

莫
道
諸
人
理
会
不
得
，
設
使
山
僧
，
到
這
裏
，
也
理
会
不
得
。

﹇
訓
読
﹈

雪
竇
、
末
後
に
為
人
す
る
処
有
り
、
更
に
道
う
、「
難
し
、
難
し
」
と
。
也
た
須す
べ
か是
ら
く
透
得
過
し
て
始
め
て
得
し
。
何
の
故
に
か
此か
く

の

如
き
。
見
ず
や
百
丈
道
く
、「
一
切
語
言
の
処
、
山
河
大
地
は
、
一
一
自
己
に
帰
す
を
消も
ち

う
」
と
。
雪
竇
、
凡お

是よ

そ
一
拈
一
捏
す
る
は
、

末
後
に
自
己
に
帰
す
。
且
く
道
え
、
什い

麼ず

処く

か
是
れ
雪
竇
為
人
す
る
処
。「
揀
択
と
明
白
と
君
自
ら
看
よ
。」
既す

是で

に
葛
藤
を
打
し
て
頌
し

了お
わ

れ
る
に
、
却
っ
て
道
う
、「
君
自
ら
看
よ
」
と
。
且
く
道
え
、
它か
れ

の
意
は
什
麼
処
に
か
落
在
す
る
。
諸
人
の
理
会
し
得
ざ
る
は
莫も
と
よ道
り
、

設た

使と

い
山
僧
な
る
と
も
、
這
裏
に
到
り
て
は
也ま

た
理
会
し
得
ず
。
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﹇
日
訳
﹈ 

雪
竇
は
最
後
に
懇
切
に
教
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
「
難
し
い
、
難
し
い
」
と
言
っ
た
。
こ
こ
も
突
き
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て

こ
う
な
る
の
か
。
百
丈
も
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、「
一
切
の
言
葉
、
森
羅
万
象
は
、
す
べ
て
自
己
に
還
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

雪
竇
は
あ
れ
や
こ
れ
や
の
取
り
上
げ
方
を
す
る
が
、
最
後
は
自
己
に
還
る
。
さ
て
、
雪
竇
の
懇
切
な
と
こ
ろ
と
は
ど
こ
か
。「
揀
択
か
明

白
か
、
そ
の
目
で
見
て
取
れ
。」
す
で
に
言
葉
を
尽
く
し
て
頌
し
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
、
ひ
る
が
え
っ
て
「
君
自
ら
見
て
取
れ
」
と
言
う
。

さ
あ
、
彼
の
考
え
は
結
局
ど
こ
に
あ
る
。
君
た
ち
が
分
か
ら
ん
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
わ
し
と
て
分
か
ら
ん
。

﹇
注
釈
﹈

○
百
丈
道
‥
「
一
切
語
言
処
，
山
河
大
地
，
一
一
消
帰
自
己
。」
＝
「
消
」、
張
本
は
「
転
」
に
作
る
。「
消
」
は
、「
〜
す
る
必
要
が
あ
る
」。

あ
ら
ゆ
る
言
語
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
、
す
べ
て
主
体
た
る
自
己
に
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
天
聖
広
灯
録
』
巻
九
・
百
丈
章
、「
夫

れ
読
経
看
教
は
、
語
言
、
皆
な
須
ら
く
宛
転
し
て
自
己
に
帰
就
す
べ
し
。
但お

是よ

そ
一
切
の
言
教
は
、
秖
だ
明
か
す
、
如
今
の
鑑
覚
の
自
性
、

但も

し
一
切
の
有
無
の
諸
境
に
転
ぜ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
是
れ
汝
の
導
師
、
能
く
一
切
の
有
無
の
諸
境
を
照
破
せ
ば
、
是
れ
金
剛
慧
、
即
ち
自
由

独
立
の
分
有
る
こ
と
を
。」（『
禅
学
叢
書
』
之
五
、
四
二
四
頁
上
）。「
山
河
大
地
」
は
「
自
己
」
に
対
す
る
「
諸
有
為
相
」
で
あ
る
。『
楞

厳
経
』
巻
四
、「
世
尊
、
若も復
し
世
間
一
切
の
根
、
塵
、
陰
、
処
、
界
等
、
皆
な
如
来
蔵
の
清
浄
本
然
な
れ
ば
、
云い
か
ん何
が
忽
ち
に
山
河
大
地
、

諸
の
有
為
相
を
生
じ
、
次
第
に
遷
流
し
て
終
り
て
復ま

た
始
む
る
。」（
Ｔ
一
九
・
一
一
九
下
）。

○
莫
道
諸
人
理
会
不
得
，
設
使
山
僧
，
到
這
裏
也
理
会
不
得
＝
理
知
的
な
理
解
の
範
疇
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
最
終
的
な
境
地
は
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自
ら
体
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
則
で
趙
州
の
言
う
「
我
亦
不
知
」
も
ま
た
高
次
の
意
で
解
さ
れ
て
い
た
。【
本
則
】「
我
亦
不
知
」

の
注
参
照
。

後
記

　

本
稿
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
「
中
国
禅
語
録
の
研
究
」
研
究
班
で
の
会
読
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
則
は
当
初
、

研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
林
鳴
宇
氏
が
資
料
作
成
を
担
当
し
会
読
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
土
屋
が
会
読
資
料
を
基
に
草
稿
を
作
成
し
、

再
び
研
究
会
で
の
討
議
を
経
て
、
最
終
稿
を
ま
と
め
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
文
責
は
土
屋
に
帰
す
も
の
と
す
る
。
訳
注
稿
の
発
表

に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
班
班
長
で
あ
る
東
洋
文
化
研
究
所
馬
場
紀
寿
准
教
授
の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
毎
回
の
研
究
会
で
は
駒

澤
大
学
小
川
隆
教
授
に
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
新
潟
大
学
大
学
院
の
授
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
学
生
諸
氏
と
の
討
論
か

ら
も
有
益
な
示
唆
を
得
た
。
本
稿
は
内
容
の
多
く
を
研
究
会
で
の
討
論
に
負
っ
て
い
る
。
会
読
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に

感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
ま
す
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
５
７
７
０
０
１
６
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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